
論

文

「
つ
つ
じ
花

に
ほ
へ
る
君
」「
紫
の

に
ほ
へ
る
妹
」「
山
吹
の

に
ほ
へ
る
妹
」
と
萬
葉
人
の
色
彩
感
覚

田

中

み
ど
り

本
稿
で
は
、
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
』（
一
九
九
九
年
〜
二
〇
〇
三
年
）
を
底

本
と
す
る
。
た
だ
し
、
萬
葉
集
の
訓
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、
勘
案
す
る
。
以
下
、
新
日
本
古
典

文
学
大
系
を
「
新
大
系
」
と
略
す
。
な
お
、
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
一
九
九
四
年

〜
一
九
九
六
年
）
を
「
全
集
」、
新
潮
日
本
古
典
集
成
（
一
九
七
六
年
〜
一
九
八
四
年
）
を
「
集

成
」
と
略
す
。

そ
の
他
、
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』」（
一
九
九
七
年
）、
小
学
館
新
編
日

本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
』（
一
九
九
四
年
〜
一
九
九
八
年
）、
岩
波
日
本
古
典
文
學
大
系

『
古
事
記

祝
詞
』（
一
九
五
八
年
）、
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』（
一
九
九

七
年
）、
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
宇
津
保
物
語
』（
一
九
九
九
年
〜
二
〇
〇
二
年
）、

岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
落
窪
物
語
』（
一
九
八
九
年
）、
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『
源
氏
物
語
』（
一
九
九
三
年
〜
一
九
九
七
年
）、
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
土
佐
日
記

蜻
蛉
日
記

紫
式
部
日
記

更
級
日
記
』（
一
九
八
九
年
）、
勉
誠
社
『
尊
經
閣
蔵

三
巻
本

萬
葉
集
の
「
つ
つ
じ
花

に
ほ
へ
る
（
君
）」（
つ
つ
じ
の
花
が
周
囲
の
緑

か
ら
と
び
だ
す
よ
う
な
鮮
烈
な
色
で
あ
る
よ
う
に
生
き
生
き
と
し
た
）「
紫

の

に
ほ
へ
る
（
妹
）」（
む
ら
さ
き
の
花
の
よ
う
に
鮮
や
か
に
目
に
と
び
こ

ん
で
く
る
）「
山
吹
の

に
ほ
へ
る
（
妹
）」（
山
吹
の
花
の
よ
う
に
目
に
ま

ぶ
し
い
）
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
、「
つ
つ
じ
花
」「
紫
草
」「
山
吹
」
を
「
君
」

や
「
妹
」
の
比
喩
に
用
い
て
い
る
。

当
時
、「
黄
ナ
ル
」
色
は
、
生
成
り
色
も
含
ん
だ
茶
系
統
の
色
で
あ
り

（
当
時
の
分
類
で
言
え
ば
ア
ヲ
系
統
）、「
現
在
の
黄
色
」
に
あ
て
は
ま
る
色

は
「
ヤ
マ
ブ
キ
色
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
白
」
は
透
明
感
を
含
ん
だ
色
で

あ
っ
た
。
日
本
の
古
代
色
、
ア
カ
（
明
）・
ク
ロ
（
暗
）・
シ
ロ
（
顕
）・
ア

ヲ
（
漠
）
は
、
ア
カ
・
ク
ロ
が
明
度
を
、
シ
ロ
・
ア
ヲ
が
彩
度
を
あ
ら
わ
す

も
の
に
他
な
ら
な
い
。「
シ
ロ
」
と
い
う
色
彩
語
が
「
顕
」
の
義
を
も
つ
こ

と
が
、
い
ま
だ
こ
の
時
代
に
は
実
感
と
し
て
保
た
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

萬
葉
集
、
に
ほ
へ
る
君
、
に
ほ
へ
る
妹
、
色
彩

〔
抄

録
〕

二
一
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色
葉
字
類
抄
』（
一
九
八
四
年
）
を
用
い
た
。

〇
印
は
歌
・
物
語
の
本
文
、
◎
印
は
訳
、
◇
は
引
用
、
※
は
筆
者
の
考
え
を
あ
ら
わ
す
。

は
じ
め
に

萬
葉
集
の
中
に
は
、「
つ
つ
じ
花

に
ほ
へ
る
君
」「
紫
の

に
ほ
へ
る
妹
」

「
山
吹
の

に
ほ
へ
る
妹
」
の
よ
う
に
、
よ
く
似
た
形
の
表
現
が
あ
る
。

〇
…
い
か
に
あ
ら
む

年
月
日
に
か

つ
つ
じ
花

香
へ
る
君
が
（

花

香
君
之
）

に
ほ
鳥
の

な
づ
さ
ひ
来
む
と
…

﹇
三
・
４
４
３

大
伴
宿
祢
三
中
﹈

〇
紫
の

に
ほ
へ
る
妹
を

憎
く
あ
ら
ば

人
妻
ゆ
ゑ
に

吾
恋
ひ
め
や
も

﹇
一
・
２
１

大
海
人
皇
子
﹈

〇
山
吹
の

に
ほ
へ
る
妹
が
（
山
振
之

尓
保
敝
流
妹
之
）

は
ね
ず
色
の

赤
裳
の
姿

夢
に
見
え
つ
つ

﹇
十
一
・
２
７
８
６

寄
物
陳
思
﹈

こ
の
「
つ
つ
じ
花
」「
紫
の
」「
山
吹
の
」
の
解
釈
が
、
注
釈
書
に
よ
っ
て
も
異
な

り
、
ま
た
、
同
じ
注
釈
書
の
中
で
の
扱
い
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ

る
。
以
下
に
、
集
成
と
全
集
と
新
大
系
の
訳
お
よ
び
注
を
並
べ
て
掲
げ
る
。

４
４
３
歌
「
つ
つ
じ
花

に
ほ
へ
る
君
が
」
に
つ
い
て

集
成
訳

◎
元
気
な
あ
な
た
が

注

◇
つ
つ
じ
花

「
に
ほ
ふ
」
の
枕
詞
。

に
ほ
へ
る
君

う
る
わ
し
く
元
気
な
君
。

全
集
訳

◎
（
つ
つ
じ
花
）
明
る
い
顔
で

注

◇
つ
つ
じ
花
｜
ニ
ホ
フ
の
枕
詞
。

に
ほ
へ
る
↓
二
一
。
原
文
「
香
」
は
色
が
発
散
す
る
見
た
目
の
美
し
さ
の

他
に
香
り
の
良
さ
を
も
含
め
た
用
字
。
竜
麻
呂
が
若
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。

新
大
系
訳

◎
（
つ
つ
じ
花
）
紅
顔
の
芳
し
い
君
が

注

（
注
は
な
し
）

い
ず
れ
も
、「
つ
つ
じ
花
」
を
「
ニ
ホ
フ
」
の
枕
詞
と
し
て
い
る
。

２
１
歌
「
紫
の

に
ほ
へ
る
妹
を
」

集
成
訳

◎
む
ら
さ
き
の
よ
う
に
美
し
い
あ
な
た
が

注

◇
紫
草
の

「
に
ほ
ふ
」
の
枕
詞
。
前
歌
の
「
あ
か
ね
さ
す
」
に
対
し
、
同

じ
く
前
歌
中
の
草
の
名
を
用
い
た
も
の
。

に
ほ
へ
る

「
に
ほ
ふ
」
は
赤
い
色
が
美
し
く
照
り
映
え
る
意
。
女
性
の

紅
顔
の
形
容
に
用
い
た
例
が
三
四
二
七
に
も
あ
る
。

全
集
訳

◎
紫
草
の
よ
う
に

に
お
う
あ
な
た
を

注

◇
に
ほ
へ
る
妹
｜
ニ
ホ
フ
は
花
や
女
の
容
姿
の
（
主
と
し
て
赤
系
統
に
）
照

り
映
え
る
こ
と
を
い
う
。
額
田
王
を
さ
す
。

新
大
系
訳

◎
紫
草
の
よ
う
に
美
し
い
あ
な
た
を

注

◇
「
答
え
の
歌
に
は
、
前
の
歌
の
詞
句
を
取
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
も
紫
草
の
句
を
受
け
て
ゐ
る
。
然
し
、
前
の
は
草
の
名
を
い
ひ
、

こ
の
歌
で
は
紫
の
色
を
指
し
て
ゐ
る
」（
武
田
祐
吉
『
総
釈
』）。

「
に
ほ
へ
る
妹
」
は
、
赤
く
照
り
映
え
る
妹
。
紅
顔
の
美
貌
を
言
う
。

集
成
で
は
「
紫
草
の
」
を
「
ニ
ホ
フ
」
の
枕
詞
と
し
て
い
る
が
、
訳
は
「
む
ら
さ

き
の
よ
う
に
美
し
い
」
と
比
喩
に
な
っ
て
い
る
。
全
集
・
新
大
系
は
「
紫
草
の
よ

う
に

に
お
う
」「
紫
草
の
よ
う
に
美
し
い
」
と
、「
紫
の
」
は
比
喩
表
現
と
す
る
。

新
大
系
の
注
に
は
『
総
釈
』
の
「
紫
の
色
」
説
を
挙
げ
て
い
て
、
こ
れ
を
支
持
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。（
↓
後
述

二

）

２
７
８
６
歌
「
山
吹
の

に
ほ
へ
る
妹
が
」

集
成
訳

◎
山
吹
の
花
が
咲
い
た
よ
う
に
あ
で
や
か
な
娘
、
そ
の
娘
の

注

◇
山
吹
の

「
に
ほ
ふ
」
の
枕
詞
。

に
ほ
へ
る

「
に
ほ
ふ
」
は
色
が
美
し
く
照
り
映
え
る
意
。
こ
こ
は
容
貌

の
美
し
さ
を
言
う
。

全
集
訳

◎
山
吹
の
花
の
よ
う
に

美
し
い
あ
の
娘
の

二
二

「
つ
つ
じ
花

に
ほ
へ
る
君
」「
紫
の

に
ほ
へ
る
妹
」「
山
吹
の

に
ほ
へ
る
妹
」
と
萬
葉
人
の
色
彩
感
覚
（
田
中
み
ど
り
）



注

◇
山
吹
｜
ば
ら
科
の
落
葉
低
木
。
春
、
濃
黄
色
の
花
を
開
く
。

に
ほ
へ
る
妹
が
｜
こ
の
ニ
ホ
フ
は
女
性
の
容
貌
の
輝
く
ば
か
り
に
美
し
い

こ
と
を
い
う
。

新
大
系
訳

◎
山
吹
の
花
の
よ
う
に
美
し
い
妹
の

注

◇
初
句
「
山
吹
の
」
は
、
枕
詞
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。「
に
ほ
ふ
」
は
女

性
の
美
し
さ
を
表
す
語
。「
紫
の
に
ほ
へ
る
妹
」（
二
一
）、「
つ
つ
じ
花
に

ほ
へ
る
君
）（
四
四
三
）。

集
成
で
は
「
山
吹
の
」
を
「
ニ
ホ
フ
」
の
枕
詞
と
し
て
い
る
が
、
訳
は
「
山
吹
の

花
が
咲
い
た
よ
う
に
あ
で
や
か
な
」
と
比
喩
に
な
っ
て
い
る
。
全
集
・
新
大
系
は

「
山
吹
の
花
の
よ
う
に
美
し
い
」
と
訳
し
て
い
て
、「
山
吹
の
」
は
比
喩
表
現
と

す
る
。
た
だ
、
新
大
系
の
注
に
は
、

初
句
「
山
吹
の
」
は
、
枕
詞
と
見
る
こ
と

も
で
き
る

と
言
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、

・「
つ
つ
じ
花
」「
紫
の
」「
山
吹
の
」
が
「
ニ
ホ
フ
」
の
枕
詞
で
あ
る
か
ど

う
か
。

・
紫
が
花
で
あ
る
か
色
で
あ
る
か

の
二
点
で
あ
る
。
こ
れ
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、「
ニ
ホ
フ
」
を
整
理
す

る
。

一

ニ
ホ
フ

ニ
ホ
フ
は
、

〇
あ
を
に
よ
し

奈
良
の
都
は

咲
く
花
の

薫
ふ
が
ご
と
く
（
咲
花
乃

薫
如
）

今

盛
り
な
り

﹇
三
・
３
２
８

大
宰
少
弐
小
野
老
朝
臣
﹈

の
よ
う
に
、
咲
く
花
の
色
香
を
賞
で
る
こ
と
ば
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、

〇
春
の
園

紅
に
ほ
ふ
（
紅
尓
保
布
）

桃
の
花

下
照
る
道
に

出
で
立
つ
を
と
め

﹇
十
九
・
４
１
３
９

家
持
﹈

「
花
」
が
艶
や
か
に
咲
く
様
子
を
あ
ら
わ
す
も
の
や
、

〇
…
春
さ
れ
ば

花
咲
き
を
を
り

秋
さ
れ
ば

も
み
ち
葉
に
ほ
ひ
（
黄
葉
尓
保
比
）
…

﹇
十
七
・
３
９
０
７

右
馬
頭
境
部
宿
祢
老
麻
呂
﹈

「
も
み
ち
葉
」
が
赤
や
黄
に
明
る
く
鮮
や
か
に
燃
え
る
様
子
を
あ
ら
わ
す
も
の
、

に
用
い
ら
れ
る
。

「
赤
系
統
の
花
」
や
「
も
み
ち
」「
紅
の
衣
」「
紅
顔
」
な
ど
の
色
が
発
す
る
場

合
に
用
い
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、「
丹
穂
経
」
な
ど
の
用
字
の
も
の
も
あ
り
、

本
来
、
赤
色
が
発
す
る
こ
と
を
言
う
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、

白
色
や
黄
色
の
例
も
少
な
く
は
な
く
、
萬
葉
集
の
時
代
に
は
、
広
く
、
色
が
発
す

る
こ
と
、
染
ま
る
こ
と
を
言
う
語
と
な
っ
て
い
る
。「
朝
日
影
」
の
よ
う
に
明
る

い
光
を
発
す
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
こ
と
と
も
な
り
、
人
の
「
輝
く
よ
う
に
美
し
い

様
」
を
あ
ら
わ
す
語
と
も
な
る
。「
橘
の
に
ほ
へ
る
香
」
の
よ
う
に
明
ら
か
に
香

に
用
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

ニ
ホ
フ

色
を
発
す
る

秋
山
（
朝
露
に
）・
神
山
（
露
霜
に
）・
山
の
木
末
・

花
４
・
花
（
朝
露
に
）・
咲
く
花
・
春
の
花
・
梅
・
桃
の
花
（
紅
）・
あ

し
び
の
花
・
櫻
花
・
丹
つ
つ
じ
・
卯
の
花
・
萩
・
萩
の
花
・
秋
の
葉
・

も
み
ち
葉
・
黄
葉
（
朝
露
に
）・

原

色
が
映
え
る

山
川
（
白
た
へ
）・
黒
牛
の
海
（
紅
）・
神
奈
備
（
紅
）・
雄
神
川
（
紅

娘
子
）・
多
胡
の
浦
の
底
（
藤
波
に
）

二
三
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色
を
移
す

白
つ
つ
じ
（
わ
れ
に
）

色
に
染
ま
る

白
た
へ
衣
（
も
み
つ
山
に
）・
わ
れ
（

に
）
３
・
作
者
（
萩
に
）・
作

者
（
黄
土
に
）
２
・

作
者
（
砂
に
）・
作
者
（
秋
萩
に
）・
人
（
萩

に
）・
袖
（
を
み
な
へ
し
に
）・
仮
廬
の
宿
り
（
秋
萩
に
）・
裳
（
秋
萩

に
）・
衣
（
秋
つ
葉
に
）

発
色
す
る

紅
の
赤
裳
の
裾
（
春
雨
に
）

発
現
す
る

紅
の
濃
染
め
の
衣
・
紅
の
衣

明
る
い
光

朝
日
影

紅
顔

面
輪
（
桃
の
花

紅
色
）

美
し
い

児

人
に
染
ま
る

わ
れ
（
翁
の
心
に
）

匂
い
立
つ

花
橘
２
・
橘
２

潑
剌

つ
つ
じ
花

比
喩

山
吹
の
・
紫
の

ニ
ホ
ハ
ス

梅
の
花
（
白
妙
に
）・
黄
葉
・
萩
・
黄
土
・
紅
の
衣
・
衣

ニ
ホ
ヒ

桜
の
花
・
秋
の
葉
・
も
み
ち
葉
２
・
秋
萩
・

・
紅
に
染
め
て
し
衣
・

娘
子
ら
が
笑
ま
ひ

現
在
、
奈
良
県
宇
陀
の
地
か
ら
三
重
県
青
山
に
か
け
て
の
山
間
部
に
は
、
桜
・

躑
躅
・
藤
な
ど
が
自
生
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
緑
の
中
か
ら
と
び
だ
し
た
よ

う
に
、
薄
紅
や
白
や
藤
色
の
花
が
、
木
々
の
間
に
鮮
や
か
に
姿
を
あ
ら
わ
す
。
そ

の
生
き
生
き
し
た
様
を
描
写
す
る
の
が
ニ
ホ
フ
で
あ
る
。

〇
馬
並
め
て

高
の
山
辺
を

白
た
へ
に

に
ほ
は
し
た
る
は
（
白
妙
丹

令
艶
色
有

者
）

梅
の
花
か
も

﹇
十
・
１
８
５
９

春
の
雑
歌
﹈

で
は
、
白
梅
の
美
し
い
色
が
際
立
つ
様
子
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

〇
た
く
ひ
れ
の

鷺
坂
山
の

白
つ
つ
じ

わ
れ
に
に
ほ
は
ね
（
白
菅
自

吾
尓
尼
保
波

尼
）

妹
に
示
さ
む

﹇
九
・
１
６
９
４

雑
歌
﹈

は
、「
白
つ
つ
じ
」
の
白
い
色
が
鮮
明
に
と
ら
え
ら
れ
、
そ
の
色
が
自
分
に
染
ま

る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
家
の
妻
に
白
つ
つ
じ
の
美
し
さ
を
何
と
か
伝
え
た

い
、
と
い
う
思
い
で
あ
る
。

〇
吾
が
背
子
が

白
た
へ
衣

行
き
触
れ
ば

に
ほ
ひ
ぬ
べ
く
も

も
み
つ
山
か
も
（
応

染
毛

黄
変
山
可
聞
）

﹇
十
・
２
１
９
２

秋
の
雑
歌
﹈

で
は
、
黄
変
し
た
山
の
色
に
白
い
衣
が
染
ま
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
、
と
言
い

（「
も
み
つ
」
の
字
面
は
「
黄
変
」
で
あ
る
が
、
黄
色
か
紅
色
か
は
わ
か
ら
な
い
）、

〇
こ
と
さ
ら
に

衣
は
摺
ら
じ

を
み
な
へ
し

佐
紀
野
の
萩
に

に
ほ
ひ
て
居
ら
む

（
芽
子
尓

丹
穂
日
而
将
居
）

﹇
十
・
２
１
０
７

秋
の
雑
歌
﹈

で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
衣
を
摺
る
こ
と
な
く
、
萩
の
色
に
染
ま
っ
て
居
よ
う
、
と
言
う
。

こ
れ
は
、
萩
の
花
の
近
く
に
居
れ
ば
、
自
然
と
萩
の
花
に
色
が
染
ま
る
だ
ろ
う
、

と
言
っ
て
、
萩
の
花
の
美
し
さ
を
賞
で
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

〇
白
波
の

千
重
に
来
寄
す
る

住
吉
の

岸
の
黄
土
に

に
ほ
ひ
て
行
か
な
（
岸
乃
黄

土
粉

二
宝
比
天
由
香
名
）

﹇
六
・
９
３
２

車
持
朝
臣
千
年
﹈

〇
玉
津
島

磯
の
浦
廻
の

砂
に
も

に
ほ
ひ
て
行
か
な
（
真
名
子
仁
文

尓
保
比

去

名
）

妹
も
触
れ
け
む

﹇
九
・
１
７
９
９

歌
﹈

な
ど
、「
黄
土
」
や
「
砂
」
に
染
ま
る
こ
と
を
願
う
も
の
も
あ
る
。「
黄
土
」
は
染

色
材
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
実
際
に
黄
土
で
染
色
を
す
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
そ
れ
に
染
ま
っ
て
行
こ
う
と
詠
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
吉
の
土
地
を
賞

め
た
も
の
で
あ
る
。「
砂
」
は
染
色
材
料
で
は
な
い
が
、
砂
色
が
美
し
い
も
の
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
な
く
と
も
、
亡
き
妻
の
ゆ
か
り
の
も
の
で
あ

る
な
ら
ば
砂
で
さ
え
、
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
染
ま
り
た
い
と
い
う
、
切
な
い
思

い
で
あ
る
。

〇
引
馬
野
に

に
ほ
ふ

原

入
り
乱
れ

衣
に
ほ
は
せ
（
衣
尓
保
波
勢
）

旅
の
し
る

二
四

「
つ
つ
じ
花

に
ほ
へ
る
君
」「
紫
の

に
ほ
へ
る
妹
」「
山
吹
の

に
ほ
へ
る
妹
」
と
萬
葉
人
の
色
彩
感
覚
（
田
中
み
ど
り
）



し
に

﹇
一
・
５
７

長
忌
寸
奥
麻
呂
﹈

「

」
も
同
じ
く
染
色
材
料
で
あ
る
。
ま
た
、

〇
紅
の

衣
に
ほ
は
し
（
紅
乃

衣
尓
保
波
之
）

辟
田
川

絶
ゆ
る
こ
と
な
く

吾
等

か
へ
り
見
む

﹇
十
九
・
４
１
５
７

家
持
﹈

は
、

〇
…
吾
妹
子
が

形
見
が
て
ら
と

紅
の

八
入
に
染
め
て

お
こ
せ
た
る

衣
の
裾
も

通
り
て
濡
れ
ぬ

﹇
十
九
・
４
１
５
６

家
持
﹈

の
反
歌
で
あ
っ
て
、
妻
が
紅
花
で
濃
い
紅
に
染
め
て
く
れ
た
衣
が
水
に
濡
れ
て
、

よ
り
色
濃
く
鮮
明
に
な
る
様
子
を
歌
っ
て
い
る
。

※

新
大
系
注
に
は
、

長
歌
の
末
尾
の
「
通
り
て
濡
れ
ぬ
」
を
受
け
て
、
紅
の
衣
を
川

の
水
に
濡
ら
し
て
色
鮮
や
か
に
染
め
る
こ
と
を
「
紅
の
衣
に
ほ
は
し
」
と
言
う
の
だ

ろ
う
。

と
あ
る
が
、
全
集
注
に
、

こ
の
ニ
ホ
ハ
ス
は
赤
く
染
め
る
意
。
衣
が
水
に

漬
っ
て
一
層
派
手
に
な
っ
た
こ
と
を
家
持
を
自
ら
主
語
に
し
て
言
っ
た
。

と
あ
る

の
が
良
い
。

こ
の
場
合
は
、
染
色
で
は
な
く
、
そ
の
色
を
一
層
鮮
や
か
に
発
色
さ
せ
る
こ
と
を

ニ
ホ
ハ
ス
と
言
っ
て
い
る
。

〇
紅
に

染
め
て
し
衣
（
紅
尓

染
而
之
衣
）

雨
降
り
て

に
ほ
ひ
は
す
と
も
（
雨
零

而

尓
保
比
波
雖
為
）

移
ろ
は
め
や
も
（
移
波
米
也
毛
）

﹇
十
六
・
３
８
７
７

雑
歌
﹈

の
場
合
も
、
雨
が
染
め
色
を
退
色
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
発
色
さ
せ
る
こ
と
を
詠

み
（
ニ
ホ
フ
と
ウ
ツ
ロ
フ
が
対
比
さ
れ
て
い
る
）
、

〇
妻
隠
る

矢
野
の
神
山

露
霜
に

に
ほ
ひ
そ
め
た
り
（
露
霜
尓

尓
宝
比
始
）

散

ら
ま
く
も
惜
し

﹇
十
・
２
１
７
８

秋
の
雑
歌
﹈

で
は
、
山
（
の
木
々
）
の
色
が
露
霜
に
よ
っ
て
色
づ
く
、
と
言
う
。

〇
多
胡
の
浦
の

底
さ
へ
に
ほ
ふ

藤
波
を
（
底
左
倍
尓
保
布

藤
奈
美
乎
）

か
ざ
し

て
行
か
む

見
ぬ
人
の
た
め

﹇
十
九
・
４
２
０
０

内
蔵
忌
寸
縄
麻
呂
﹈

は
、
藤
の
花
が
水
に
映
っ
て
、
水
底
に
ま
で
も
藤
の
花
が
咲
い
て
い
る
か
の
よ
う

な
情
景
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
ニ
ホ
フ
で
人
を
比
喩
す
る
と
き
、
そ
れ
は
潑
剌
と

し
た
健
や
か
な
様
子
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
な
る
。

〇
桃
の
花

紅
色
に

に
ほ
ひ
た
る

面
輪
の
内
に
（
桃
花

紅
色
尓

保
比
多
流

面
輪
乃
宇
知
尓
）
…

﹇
十
九
・
４
１
９
２

家
持
﹈

は
紅
顔
の
美
し
さ
を
「
桃
の
花
」
の
「
紅
色
」
で
比
喩
し
て
お
り
、

〇
筑
紫
な
る

に
ほ
ふ
児
ゆ
ゑ
に
（
尓
抱
布
児
由
恵
尓
）

陸
奥
の

香
取
娘
子
の

結

ひ
し
紐
解
く

﹇
十
四
・
３
４
２
７

東
歌
﹈

は
、「
輝
く
よ
う
な
美
し
さ
」
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
に
な
り
お
お
せ
て
い
る
。

〇
住
吉
の

岸
野
の

に

に
ほ
ふ
れ
ど
（
岸
野
之

丹

穂
所
経
跡
）

に
ほ
は
ぬ

我
や
（
丹
穂
葉
寐
我
八
）

に
ほ
ひ
て
居
ら
む
（
丹
穂
氷
而
将
居
）

﹇
十
六
・
３
８
０
１

竹
取
翁
歌
﹈

は
「
竹
取
翁
」
の
歌
群
の
一
首
で
、

◎
住
吉
の
岸
野
の

で
染
め
付
け
る
け
れ
ど
も
、
色
の
よ
く
染
ま
ら
な
い
私
が
翁
の
心
に

は
染
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

の
意
。「
に
ほ
ひ
て
居
ら
む
」
の
「
ニ
ホ
フ
」
は
「
翁
の
心
に
染
ま
る
」
の
意
で
、

「

に
染
ま
る
」
こ
と
よ
り
も
さ
ら
に
抽
象
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、

〇
朝
日
影

に
ほ
へ
る
山
に
（
朝
日
影

尓
保
敝
流
山
尓
）

照
る
月
の

飽
か
ざ
る
君

を

山
越
し
に
置
き
て

﹇
四
・
４
９
５

田
部
忌
寸
櫟
子
﹈

で
は
、
朝
日
の
光
が
輝
く
様
に
ニ
ホ
フ
を
用
い
、

〇
橘
の

に
ほ
へ
る
香
か
も
（
橘
乃

尓
保
敝
流
香
可
聞
）

ほ
と
と
ぎ
す

鳴
く
夜
の

二
五

佛
教
大
学

文
学
部
論
集

第
一
〇
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）



雨
に

う
つ
ろ
ひ
ぬ
ら
む

﹇
十
七
・
３
９
１
６

大
伴
宿
祢
家
持
﹈

で
は
、
か
ぐ
わ
し
い
香
に
も
ニ
ホ
フ
を
用
い
て
い
る
。

二

「
つ
つ
じ
花

に
ほ
へ
る
君
」「
紫
の

に
ほ
へ
る
妹
」

「
山
吹
の

に
ほ
へ
る
妹
」

こ
こ
で
、

は
じ
め
に

に
挙
げ
た

・「
つ
つ
じ
花
」「
紫
の
」「
山
吹
の
」
が
「
ニ
ホ
フ
」
の
枕
詞
で
あ
る
か
ど

う
か
。

を
考
え
る
。

集
成
は
３
首
と
も
枕
詞
と
し
て
い
る
。
全
集
は
「
つ
つ
じ
花
」
を
枕
詞
、
新
大

系
は
「
つ
つ
じ
花
」
を
枕
詞
、「
山
吹
の
」
は
枕
詞
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
、
と

し
て
い
る
。
集
成
は
３
首
と
も
枕
詞
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
訳
は
「
元
気
な
あ
な

た
が
」「
む
ら
さ
き
の
よ
う
に
美
し
い
あ
な
た
が
」「
山
吹
の
花
が
咲
い
た
よ
う
に

あ
で
や
か
な
娘
、
そ
の
娘
の
」
で
あ
る
。
枕
詞
と
あ
る
が
、「
紫
の
」「
山
吹
の
」

の
訳
は
比
喩
で
あ
る
。「
つ
つ
じ
花
」
に
つ
い
て
は
、
集
成
・
全
集
・
新
大
系
す

べ
て
枕
詞
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
三
つ
の
花
に
つ
い
て
、
萬
葉
集
で
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か

を
見
る
。

ツ
ツ
ジ
は
萬
葉
集
中
に
９
首
あ
る
。﹇
二
・
１
８
５

七
・
１
１
８
８

三
・

４
３
４

九
・
１
６
９
４

十
・
１
９
０
５

六
・
９
７
１

十
三
・
３
３
０
５

十
三
・
３
３
０
９

三
・
４
４
３
﹈

①
水
伝
ふ

磯
の
浦
廻
の

石
つ
つ
じ
（
石
上
乍
自
）

も
く
咲
く
道
を

ま
た
も
見
む

か
も

﹇
二
・
１
８
５

歌
﹈

②
山
越
え
て

遠
津
の
浜
の

岩
つ
つ
じ
（
石
管
自
）

吾
が
来
る
ま
で
に

含
み
て
あ

り
待
て

﹇
七
・
１
１
８
８

旅
作
﹈

③
風
早
の

美
保
の
浦
廻
の

白
つ
つ
じ
（
白
管
仕
）

見
れ
ど
も
さ
ぶ
し

な
き
人
思

へ
ば

﹇
三
・
４
３
４

河
辺
宮
人
﹈

④
た
く
ひ
れ
の

鷺
坂
山
の

白
つ
つ
じ
（
白
管
自
）

吾
に
に
ほ
は
ね

妹
に
し
め
さ

む

﹇
九
・
１
６
９
４

雑
歌
﹈

⑤
を
み
な
へ
し

佐
紀
野
に
生
ふ
る

白
つ
つ
じ
（
白
管
自
）

知
ら
ぬ
こ
と
も
て

言

は
れ
し
吾
が
背

﹇
十
・
１
９
０
５

春
の
相
聞
﹈

⑥
…
丹
つ
つ
じ
の

に
ほ
は
む
時
の
（
丹
管
士
乃

将
薫
時
能
）

桜
花

咲
き
な
む
時

に
…

﹇
六
・
９
７
１

高
橋
連
虫
麻
呂
﹈

⑦
…
つ
つ
じ
花

に
ほ
え
娘
子
（

花

香
未
通
女
）

桜
花

栄
え
娘
子

汝
を
そ
も

吾
に
寄
す
と
い
ふ

吾
を
も
そ

汝
に
寄
す
と
い
ふ
…
﹇
十
三
・
３
３
０
５

問
答
﹈

⑧
…
つ
つ
じ
花

に
ほ
え
娘
子
（
都
追
慈
花

尓
太

越
売
）

桜
花

栄
え
娘
子

汝

を
そ
も

吾
に
寄
す
と
い
ふ

吾
を
そ
も

汝
に
寄
す
と
い
ふ
…

﹇
十
三
・
３
３
０
９

問
答
﹈

⑨
…
つ
つ
じ
花

に
ほ
へ
る
君
が
（

花

香
君
之
）

に
ほ
鳥
の

な
づ
さ
ひ
来
む
と

…

﹇
三
・
４
４
３

歌
﹈

①
「
水
伝
ふ

磯
の
浦
廻
の

石
つ
つ
じ
（
石
上
乍
自
）」
②
「
遠
津
の
浜
の

岩
つ
つ
じ

（
石
管
自
）」
③
「
風
早
の

美
保
の
浦
廻
の

白
つ
つ
じ
（
白
管
仕
）」
④
「
た
く
ひ
れ
の

鷺
坂
山
の

白
つ
つ
じ
（
白
管
自
）」
⑥
「
…
丹
つ
つ
じ
の

に
ほ
は
む
時
の
（
丹
管
士
乃

将

薫
時
能
）

桜
花

咲
き
な
む
時
に
…
」
は
つ
つ
じ
の
花
。

⑤
を
み
な
へ
し

佐
紀
野
に
生
ふ
る

白
つ
つ
じ
（
白
管
自
）

知
ら
ぬ
こ
と
も
て

言

は
れ
し
吾
が
背

﹇
十
・
１
９
０
５

春
の
相
聞
﹈

は
「
を
み
な
へ
し
」
が
「
さ
き
」
の
枕
詞
、「
を
み
な
へ
し

佐
紀
野
に
生
ふ
る

白
つ
つ
じ
」
が
「
知
ら
」
の
序
詞
で
あ
る
。「
白
つ
つ
じ
」
は
つ
つ
じ
の
花
を
あ

二
六

「
つ
つ
じ
花

に
ほ
へ
る
君
」「
紫
の

に
ほ
へ
る
妹
」「
山
吹
の

に
ほ
へ
る
妹
」
と
萬
葉
人
の
色
彩
感
覚
（
田
中
み
ど
り
）



ら
わ
し
て
い
る
。

⑦
…
つ
つ
じ
花

に
ほ
え
娘
子
（

花

香
未
通
女
）

桜
花

栄
え
娘
子

汝
を
そ
も

吾
に
寄
す
と
い
ふ

吾
を
も
そ

汝
に
寄
す
と
い
ふ
…﹇

十
三
・
３
３
０
５

問
答
﹈

の
「
つ
つ
じ
花
」
は
、
集
成
は
枕
詞
、
全
集
は
比
喩
と
注
す
る
。

⑧
…
つ
つ
じ
花

に
ほ
え
娘
子
（
都
追
慈
花

尓
太

越
売
）

桜
花

栄
え
娘
子

汝

を
そ
も

吾
に
寄
す
と
い
ふ

吾
を
そ
も

汝
に
寄
す
と
い
ふ
…

﹇
十
三
・
３
３
０
９

問
答
﹈

は
⑦
十
三
・
３
３
０
５
の
類
歌
で
あ
る
の
で
、
⑦
に
同
じ
。

３
３
０
５
集
成
注

◇
つ
つ
じ
花

「
に
ほ
へ
娘
子
」
の
枕
詞
。

３
３
０
５
全
集
注

◇
つ
つ
じ
花
｜
ニ
ホ
ヘ
娘
子
の
比
喩
。

新
大
系
に
注
は
な
い
が
、
訳
で
は
３
３
０
５
「
ツ
ツ
ジ
の
花
の
よ
う
に
色
美
し
い

娘
子
」
３
３
０
９
「
ツ
ツ
ジ
花
の
よ
う
に
色
美
し
い
娘
子
」
と
、
比
喩
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
が
比
喩
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

⑨
…
つ
つ
じ
花

に
ほ
へ
る
君
が
（

花

香
君
之
）

に
ほ
鳥
の

な
づ
さ
ひ
来
む
と

…

﹇
三
・
４
４
３

歌
﹈

「
つ
つ
じ
花

に
ほ
へ
る
君
が
」
の
「
つ
つ
じ
花
」
も
比
喩
と
考
え
て
よ
い
。

４
４
３
集
成
訳

◎
元
気
な
あ
な
た
が

注

◇
つ
つ
じ
花

「
に
ほ
ふ
」
の
枕
詞
。

に
ほ
へ
る
君

う
る
わ
し
く
元
気
な
君
。

４
４
３
全
集
訳

◎
（
つ
つ
じ
花
）
明
る
い
顔
で

注

◇
つ
つ
じ
花
｜
ニ
ホ
フ
の
枕
詞
。

に
ほ
へ
る
↓
二
一
。
原
文
「
香
」
は
色
が
発
散
す
る
見
た
目
の

美
し
さ
の
他
に
香
り
の
良
さ
を
も
含
め
た
用
字
。
竜
麻
呂
が
若

か
っ
た
こ
と
を
示
す
。

４
４
３
新
大
系
訳

◎
（
つ
つ
じ
花
）
紅
顔
の
芳
し
い
君
が

注

（
注
は
な
し
）

若
者
の
清
新
な
美
し
さ
を
「
つ
つ
じ
の
花
」
で
も
っ
て
比
喩
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
に
「
白
つ
つ
じ
」
と
「
丹
つ
つ
じ
」
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お

き
た
い
。

※
躑
躅
の
花
の
色
は
、
紅
い
躑
躅
も
白
い
躑
躅
も
鮮
烈
な
色
で
あ
る
。

紫
は
、
萬
葉
集
中
に
１
６
首
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
色
を
あ
ら
わ
す
も
の
７
例

﹇
四
・
５
６
９

七
・
１
３
４
０

十
二
・
２
９
７
４

十
二
・
２
９
７
６

十
二
・
２
９
９

３

十
二
・
３
１
０
１

十
六
・
３
７
９
１
﹈

①
韓
人
の

衣
染
む
と
い
ふ

紫
の

心
に
染
み
て
（
紫
之

情
尓
染
而
）

思
ほ
ゆ
る

か
も

﹇
四
・
５
６
９

大
典
麻
田
連
陽
春
﹈

②
紫
の
（
紫
）

糸
を
そ
吾
が

る

あ
し
ひ
き
の

山
橘
を

貫
か
む
と
思
ひ
て

﹇
七
・
１
３
４
０

譬
喩
歌
﹈

③
紫
の
（
紫
）

帯
の
結
び
も

解
き
も
見
ず

も
と
な
や
妹
に

恋
ひ
わ
た
り
な
む

﹇
十
二
・
２
９
７
４

寄
物
陳
思
﹈

④
紫
の
（
紫
）

我
が
下
紐
の

色
に
出
で
ず

恋
ひ
か
も
痩
せ
む

逢
ふ
よ
し
を
な
み

﹇
十
二
・
２
９
７
６

寄
物
陳
思
﹈

⑤
紫
の
（
紫
）

ま
だ
ら
の

は
な
や
か
に

今
日
見
し
人
に

後
恋
ひ
む
か
も

﹇
十
二
・
２
９
９
３

寄
物
陳
思
﹈

⑥
紫
は
（
紫
者
）

灰
さ
す
も
の
そ

海
石
榴
市
の

八
十
の
衢
に

逢
へ
る
児
や
誰

﹇
十
二
・
３
１
０
１

問
答
歌
﹈

⑦
…
さ
丹
つ
か
ふ

色
な
つ
か
し
き

紫
の
（
紫
之
）

大
綾
の
衣
…

﹇
十
六
・
３
７
９
１

竹
取
翁
歌
﹈

紫
草
を
あ
ら
わ
す
も
の
５
例
﹇
三
・
３
９
５

十
・
１
８
２
５

十
四
・
３
５
０
０

十
二
・
３
０
９
９

一
・
２
１
﹈

二
七

佛
教
大
学

文
学
部
論
集

第
一
〇
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）



⑧
託
馬
野
に

生
ふ
る
紫
草
（
生
流
紫
）

衣
に
染
め

い
ま
だ
着
ず
し
て

色
に
出
で

に
け
り

﹇
三
・
３
９
５

譬
喩
歌
﹈

⑨
紫
草
の
（
紫
之
）

根
延
ふ
横
野
の

春
野
に
は

君
を
か
け
つ
つ

う
ぐ
ひ
す
鳴
く

も

﹇
十
・
１
８
２
５

春
の
雑
歌
﹈

紫
草
は
（

良
佐
伎
波
）

根
を
か
も
終
ふ
る

人
の
児
の

う
ら
が
な
し
け
を

寝

を
終
へ
な
く
に

﹇
十
四
・
３
５
０
０

東
歌
﹈

紫
草
を
（
紫
草
乎
）

草
と
別
く
別
く

伏
す
鹿
の

野
は
異
に
し
て

心
は
同
じ

﹇
十
二
・
３
０
９
９

寄
物
陳
思
﹈

紫
の
（
紫
草
能
）

に
ほ
へ
る
妹
を

憎
く
あ
ら
ば

人
妻
ゆ
ゑ
に

吾
恋
ひ
め
や
も

﹇
一
・
２
１

大
海
人
皇
子
﹈

枕
詞
４
例
﹇
十
六
・
３
８
７
０

七
・
１
３
９
２

七
・
１
３
９
６

十
一
・
２
７
８
０
﹈

紫
の
（
紫
乃
）

粉
潟
の
海
に

潜
く
鳥

玉
潜
き
出
ば

吾
が
玉
に
せ
む

﹇
十
六
・
３
８
７
０

有
由
縁
﹈

紫
の
（
紫
之
）

名
高
の
浦
の

砂
地

袖
の
み
濡
れ
て

寝
ず
か
な
り
な
む

﹇
七
・
１
３
９
２

譬
喩
歌
﹈

紫
の
（
紫
之
）

名
高
の
浦
の

な
の
り
そ
の

磯
に
な
び
か
む

時
待
つ
吾
を

﹇
七
・
１
３
９
６

譬
喩
歌
﹈

紫
の
（
紫
之
）

名
高
の
浦
の

な
び
き
藻
の

心
は
妹
に

寄
り
に
し
も
の
を

﹇
十
一
・
２
７
８
０

寄
物
陳
思
﹈

そ
の
用
字
は
、
色
を
あ
ら
わ
す
も
の
は
﹇
四
・
５
６
９

紫
﹈﹇
七
・
１
３
４
０

紫
﹈﹇
十
二
・
２
９
７
４

紫
﹈﹇
十
二
・
２
９
７
６

紫
﹈﹇
十
二
・
２
９
９
３

紫
﹈﹇
十

二
・
３
１
０
１

紫
﹈﹇
十
六
・
３
７
９
１

紫
﹈
で
、
す
べ
て
「
紫
」。
紫
草
を
あ
ら
わ

す
も
の
は
﹇
三
・
３
９
５

紫
﹈﹇
十
・
１
８
２
５

紫
﹈﹇
十
四
・
３
５
０
０

良
佐
伎
﹈

﹇
十
二
・
３
０
９
９

紫
草
﹈﹇
一
・
２
１

紫
草
﹈
。
枕
詞
は
﹇
十
六
・
３
８
７
０

紫
﹈

﹇
七
・
１
３
９
２

紫
﹈﹇
七
・
１
３
９
６

紫
﹈﹇
十
一
・
２
７
８
０

紫
﹈
で
、
す
べ
て

「
紫
」。
つ
ま
り
、
紫
草
を
表
す
も
の
の
用
字
の
み
「
紫
」「
紫
草
」「

良
佐
伎
」

が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、

〇
紫
の
（
紫
草
能
）

に
ほ
へ
る
妹
を

憎
く
あ
ら
ば

人
妻
ゆ
ゑ
に

吾
恋
ひ
め
や
も

﹇
一
・
２
１
﹈

の
「
紫
草
」
は
、
色
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
（
總
釋
）。

武
田
祐
吉
『
萬
葉
集
總
釋
』（
一
九
三
五
年
）
巻
第
一

四
九
頁
〜
五
〇
頁

【
後
記
】

◇
答
え
の
歌
に
は
、
前
の
歌
の
詞
句
を
取
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
も
、

紫
草
の
句
を
受
け
て
ゐ
る
。
然
し
前
の
は
草
の
名
を
い
ひ
、
こ
の
歌
で
は
紫
の
色

を
指
し
て
ゐ
る
。
其
處
に
相
違
変
化
が
あ
る
の
で
あ
る
。

「
む
ら
さ
き
」
が
「
に
ほ
ふ
」
の
は
、
植
物
で
も
色
で
も
あ
り
得
る
が
、
用
字
は
、

色
を
指
し
て
い
る
も
の
７
例
す
べ
て
「
紫
」、
枕
詞
４
例
す
べ
て
「
紫
」
で
あ
る

の
に
対
し
、
植
物
を
あ
ら
わ
す
も
の
は
、「
紫
」
２
例
、
萬
葉
仮
名
１
例
、「
紫

草
」
２
例
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
紫
草
」
に
な
っ
て
い
る
。
武
田
祐
吉
は
２
０
歌

は
「
草
の
名
」、
２
１
歌
は
「
紫
の
色
」
と
し
て
い
る
が
、
２
０
歌
は
、

〇
あ
か
ね
さ
す

紫
野
行
き
（
武
良
前
野

）

標
野
行
き

野
守
は
見
ず
や

君
が
袖

振
る

﹇
一
・
２
０

額
田
王
﹈

で
、「
紫
（
野
）」
の
用
字
は
「
武
良
前
（
野
）」
と
、「
草
」
文
字
を
用
い
て
い
な

い
。
そ
れ
に
対
し
て
２
１
歌
の
用
字
は
「
紫
草
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
２
１

歌
の
「
む
ら
さ
き
」
が
植
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
用
字
で
あ
ろ
う
と
考
え

る
。『
評
釋
萬
葉
集
』（
佐
々
木
信
綱

一
九
四
八
年
）
の
、

◇
紫
草
の
に
ほ
へ
る
妹
を

こ
の
紫
草
を

に
紫
色
と
解
す
る
説
も
あ
る
が
、
紫
草
の

花
の
咲
き
匂
ふ
如
く
つ
や
や
か
に
美
し
い
妹
を
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

に
同
意
す
る
。
紫
草
の
花
は
、
白
い
小
さ
な
花
で
あ
る
。
美
し
い
妹
を
そ
ん
な
可

二
八

「
つ
つ
じ
花

に
ほ
へ
る
君
」「
紫
の

に
ほ
へ
る
妹
」「
山
吹
の

に
ほ
へ
る
妹
」
と
萬
葉
人
の
色
彩
感
覚
（
田
中
み
ど
り
）



憐
な
花
に
た
と
え
た
の
が
、
こ
の
歌
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
む
ら
さ
き

の
」
は
比
喩
表
現
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

や
ま
ぶ
き
（
山
吹
）
は
１
７
首
あ
る
。﹇
二
・
１
５
８

八
・
１
４
４
４

十
九
・
４

１
８
５

十
九
・
４
１
８
６

十
九
・
４
１
９
７

二
十
・
４
３
０
３

十
七
・
３
９
７
１

十
七
・
３
９
６
８

二
十
・
４
３
０
２

十
七
・
３
９
７
４

十
七
・
３
９
７
６

八
・
１
４

３
５

十
・
１
８
６
０

十
九
・
４
１
８
４

二
十
・
４
３
０
４

十
・
１
９
０
７

十
一
・

２
７
８
６
﹈

①
山
吹
の
（
山
振
之
）

立
ち
よ
そ
ひ
た
る

山
清
水

汲
み
に
行
か
め
ど

道
の
知
ら

な
く

﹇
二
・
１
５
８

高
市
皇
子
尊
﹈

②
山
吹
の
（
山
振
之
）

咲
き
た
る
野
辺
の

つ
ほ
す
み
れ

こ
の
春
の
雨
に

盛
り
な

り
け
り

﹇
八
・
１
４
４
４

高
田
女
王
﹈

③
…
繁
山
の

谷
辺
に
生
ふ
る

山
吹
を
（
山
振
乎
）

や
ど
に
引
き
植
ゑ
て
…

﹇
十
九
・
４
１
８
５

家
持
﹈

④
山
吹
を
（
山
吹
乎
）

や
ど
に
植
ゑ
て
は

見
る
ご
と
に

思
ひ
は
止
ま
ず

恋
こ
そ

ま
さ
れ

﹇
十
九
・
４
１
８
６

家
持
﹈

⑤
妹
に
似
る

草
と
見
し
よ
り

吾
が
標
め
し

野
辺
の
山
吹
（
野
辺
之
山
吹
）

誰
か

手
折
り
し

﹇
十
九
・
４
１
９
７

家
持
﹈

⑥
わ
が
背
子
が

や
ど
の
山
吹
（
夜
度
乃
也
麻
夫
伎
）

咲
き
て
あ
ら
ば

止
ま
ず
通
は

む

い
や
年
の
は
に

﹇
二
十
・
４
３
０
３

大
伴
宿
祢
家
持
﹈

⑦
山
吹
の
（
夜
摩
扶
枳
能
）

繁
み
飛
び
潜
く

う
ぐ
ひ
す
の

声
を
聞
く
ら
む

君
は

と
も
し
も

﹇
十
七
・
３
９
７
１

大
伴
宿
祢
家
持
﹈

⑧
う
ぐ
ひ
す
の

来
鳴
く
山
吹
（
伎
奈
久
夜
麻
夫
伎
）

う
た
が
た
も

君
が
手
触
れ
ず

花
散
ら
め
や
も

﹇
十
七
・
３
９
６
８

掾
大
伴
宿
祢
池
主
﹈

⑨
山
吹
は
（
夜
麻
夫
伎
波
）

撫
で
つ
つ
生
ほ
さ
む

あ
り
つ
つ
も

君
来
ま
し
つ
つ

か
ざ
し
た
り
け
り

﹇
二
十
・
４
３
０
２

置
始
連
長
谷
﹈

山
吹
は
（
夜
麻
夫
枳
波
）

日
に
日
に
咲
き
ぬ

愛
し
と

あ
が
思
ふ
君
は

し
く
し

く
思
ほ
ゆ

﹇
十
七
・
３
９
７
４

大
伴
宿
祢
池
主
﹈

咲
け
り
と
も

知
ら
ず
し
あ
ら
ば

黙
も
あ
ら
む

こ
の
山
吹
を
（
己
能
夜
万
夫
吉

乎
）

見
せ
つ
つ
も
と
な

﹇
十
七
・
３
９
７
６

大
伴
宿
祢
家
持
﹈

か
は
づ
鳴
く

神
奈
備
川
に

影
見
え
て

今
か
咲
く
ら
む

山
振
の
花
（
山
振
乃

花
）

﹇
八
・
１
４
３
５

厚
見
王
﹈

花
咲
き
て

実
は
成
ら
ね
ど
も

長
き
日
に

思
ほ
ゆ
る
か
も

山
振
の
花
（
山
振
之

花
）

﹇
十
・
１
８
６
０

春
の
雑
歌
﹈

山
吹
の
（
山
吹
乃
）

花
と
り
持
ち
て

つ
れ
も
な
く

離
れ
に
し
妹
を

偲
ひ
つ
る

か
も

﹇
十
九
・
４
１
８
４

留
女
之
女
郎
﹈

山
吹
の
（
夜
麻
夫
伎
乃
）

花
の
盛
り
に

か
く
の
ご
と

君
を
見
ま
く
は

千
歳
に

も
が
も

﹇
二
十
・
４
３
０
４

少
納
言
大
伴
宿
祢
家
持
﹈

か
く
し
あ
ら
ば

な
に
か
植
ゑ
け
む

山
吹
の
（
山
振
之
）

止
む
時
も
な
く

恋
ふ

ら
く
思
へ
ば

﹇
十
・
１
９
０
７

春
の
相
聞
﹈

山
吹
の
（
山
振
之
）

に
ほ
へ
る
妹
が

は
ね
ず
色
の

赤
裳
の
姿

夢
に
見
え
つ
つ

﹇
十
一
・
２
７
８
６

寄
物
陳
思
﹈

こ
の
う
ち
、

十
・
１
９
０
７

十
一
・
２
７
８
６

を
の
ぞ
く
１
５
首
は
、
山

吹
の
花
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

か
く
し
あ
ら
ば

な
に
か
植
ゑ
け
む

山
吹
の
（
山
振
之
）

止
む
時
も
な
く

恋
ふ

ら
く
思
へ
ば

﹇
十
・
１
９
０
７

春
の
相
聞
﹈

は
山
吹
の
花
で
あ
り
つ
つ
、「
山
吹
の
」
が
「
止
む
時
も
な
く
」
を
引
き
出
す
序

と
な
っ
て
お
り
、

山
吹
の
（
山
振
之
）

に
ほ
へ
る
妹
が

は
ね
ず
色
の

赤
裳
の
姿

夢
に
見
え
つ
つ

﹇
十
一
・
２
７
８
６

寄
物
陳
思
﹈

は
、
美
し
い
妹
の
様
子
を
「
山
吹
の
よ
う
に
」
と
「
山
吹
」
で
比
喩
し
て
い
る
。
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一

ニ
ホ
フ

に
掲
げ
た

〇
春
の
園

紅
に
ほ
ふ

桃
の
花

下
照
る
道
に

出
で
立
つ
を
と
め

﹇
十
九
・
４
１
３
９
﹈

で
は
、
紅
に
色
づ
き
咲
い
て
い
る
の
は
、
桃
の
花
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

〇
黒
牛
の
海

紅
に
ほ
ふ

も
も
し
き
の

大
宮
人
し

あ
さ
り
す
ら
し
も

﹇
七
・
１
２
１
８
﹈

で
は
、
官
女
た
ち
の
赤
裳
の
色
が
、
紅
に
海
を
染
め
、

〇
紅
に

染
め
て
し
衣

雨
降
り
て

に
ほ
ひ
は
す
と
も

移
ろ
は
め
や
も

﹇
十
六
・
３
８
７
７
﹈

で
は
、
紅
に
染
め
た
衣
が
、
雨
に
濡
れ
て
色
を
増
す
。

〇
桃
の
花

紅
色
に

に
ほ
ひ
た
る

面
輪
の
内
に

青
柳
の

細
き
眉
根
を

笑
み
曲

が
り

朝
影
見
つ
つ

を
と
め
ら
が
…

﹇
十
九
・
４
１
９
２
﹈

は
、
右
の
４
１
３
９
歌
と
同
じ
く
、
桃
の
花
が
紅
色
に
咲
き
匂
っ
て
い
る
の
を
詠

む
が
、
そ
れ
は
「
を
と
め
ら
」
の
紅
色
に
輝
く
顔
を
比
喩
す
る
こ
と
ば
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
類
す
る
例
が
、

〇
…
つ
つ
じ
花

に
ほ
へ
る
君
が

に
ほ
鳥
の

な
づ
さ
ひ
来
む
と
…

﹇
三
・
４
４
３
﹈

〇
紫
の

に
ほ
へ
る
妹
を

憎
く
あ
ら
ば

人
妻
ゆ
ゑ
に

吾
恋
ひ
め
や
も﹇

一
・
２
１
﹈

〇
山
吹
の

に
ほ
へ
る
妹
が

は
ね
ず
色
の

赤
裳
の
姿

夢
に
見
え
つ
つ

﹇
十
一
・
２
７
８
６
﹈

の
「
つ
つ
じ
花

に
ほ
へ
る
（
君
）」（
つ
つ
じ
の
花
が
周
囲
の
緑
か
ら
と
び
だ
す
よ
う
な

鮮
烈
な
色
で
あ
る
よ
う
に
生
き
生
き
と
し
た
）
「
紫
の

に
ほ
へ
る
（
妹
）」（
む
ら
さ
き
の

花
の
よ
う
に
鮮
や
か
に
目
に
と
び
こ
ん
で
く
る
）
「
山
吹
の

に
ほ
へ
る
（
妹
）」（
山
吹

の
花
の
よ
う
に
目
に
ま
ぶ
し
い
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、「
つ
つ
じ
花
」「
紫
草
」「
山

吹
」
を
「
君
」
や
「
妹
」
の
比
喩
に
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

三

や
ま
ぶ
き
色

山
吹
の
例
の
中
に
、

十
市
皇
女
の
薨
ぜ
し
時
、
高
市
皇
子
尊
の
御
作
り
た
ま
ひ
し
歌
三
首

〇
山
吹
の
（
山
振
之
）

立
ち
よ
そ
ひ
た
る

山
清
水

汲
み
に
行
か
め
ど

道
の
知
ら

な
く

﹇
二
・
１
５
８
﹈

紀
に
曰
く
、「
七
年
戊
寅
の
夏
四
月
丁
亥
の
朔
の
癸
巳
、
十
市
皇
女
卒
然

と
し
て
病
発
り
て
宮
の
中
に
薨
じ
き
」
と
い
ふ
。

が
あ
る
。
集
成
注
に
、

◇
黄
泉
の
国
ま
で
逢
い
に
行
き
た
い
と
い
う
歌
。
山
吹
に
「
黄
泉
」
の
「
黄
」
を
、
山
清

水
に
「
泉
」
を
に
お
わ
す
。

と
、
あ
り
、
全
集
注
に
も
、

◇
山
吹
の
立
ち
よ
そ
ひ
た
る
山
清
水
｜
ヤ
マ
ブ
キ
は
晩
春
咲
く
ば
ら
科
の
落
葉
低
木
。
原

文
「
山
振
」
は
、
振
り
回
す
こ
と
を
フ
ク
と
い
っ
た
の
で
借
り
た
表
記
。
ヨ
ソ
フ
は
飾

り
付
け
る
こ
と
。
死
後
の
世
界
を
意
味
す
る
中
国
の
「
黄
泉
」
の
語
を
意
訳
し
て
黄
色

い
山
吹
と
清
水
と
で
表
し
て
い
る
。

と
言
う
。
平
安
期
の
宇
津
保
物
語
や
源
氏
物
語
に
、「
黄
な
る
泉
」
の
用
例

〇
苔
生
ふ
る

岩
に
千
代
経
る

命
を
ば

黄
な
る
泉
の

水
ぞ
知
る
ら
む

﹇
宇
津
保
物
語

藤
原
の
君

①
一
四
八
頁
﹈

〇
…
う
つ
し
人
に
な
り
て
、
末
の
世
に
は
黄
な
る
泉
の
ほ
と
り
ば
か
り
を
、
お
の
づ
か
ら

語
ら
ひ
寄
る
風
の
紛
れ
も
あ
り
な
ん
、
…

﹇
源
氏
物
語

手
習

⑤
三
八
五
頁
﹈

が
あ
り
、
平
安
時
代
に
は
「
黄
泉
」
を
こ
の
よ
う
に
訓
読
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ

三
〇

「
つ
つ
じ
花

に
ほ
へ
る
君
」「
紫
の

に
ほ
へ
る
妹
」「
山
吹
の

に
ほ
へ
る
妹
」
と
萬
葉
人
の
色
彩
感
覚
（
田
中
み
ど
り
）



と
が
わ
か
る
。
十
市
皇
女
の
薨
去
は
天
武
天
皇
七
年
（
六
七
八
年
）
の
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
宇
津
保
物
語
の
成
立
よ
り
三
百
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

「
黄
な
る
泉
」
と
い
う
訓
読
よ
り
も
高
市
皇
子
の
歌
の
ほ
う
が
何
層
倍
も
詩
情
を

た
た
え
て
い
る
。
高
市
皇
子
の
歌
が
「
黄
泉
」
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
源
氏
物
語
な
ど
に
は
承
け
継
が
れ
て
い
て
ほ
し
い
表
現
で
あ
る
。
た
だ

し
、
源
氏
物
語
絵
合
の
帖
に
竹
取
物
語
と
宇
津
保
物
語
と
を
争
わ
せ
て
い
る
ほ
ど

に
、
源
氏
物
語
の
作
者
は
宇
津
保
物
語
を
高
く
評
価
し
て
い
た
か
ら
、「
黄
な
る

泉
」
の
表
現
は
宇
津
保
物
語
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
、
新
大
系
の
注
に
は
、

◇
「
山
吹
」
は
、
水
辺
に
自
生
し
、
晩
春
初
夏
の
候
、
黄
色
い
花
が
咲
く
。
皇
女
の
死
ん

だ
の
は
夏
四
月
。
山
吹
の
掩
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
咲
き
乱
れ
る
清
水
を
求
め
て
、
山
中

奥
深
く
入
っ
て
行
っ
た
十
市
皇
女
を
自
分
も
追
っ
て
行
き
た
い
、
し
か
し
道
が
分
か
ら

な
い
。
後
出
「
秋
山
の
黄
葉
を
し
げ
み
惑
ひ
ぬ
る
妹
を
求
め
む
山
道
知
ら
ず
も
」（
二

〇
八
）
に
も
似
た
絶
望
的
な
追
慕
の
情
で
あ
る
。

と
あ
る
。
萬
葉
集
の
中
に
は
、

〇
秋
山
の

黄
葉
を
し
げ
み
（
黄
葉
乎
茂
）

惑
ひ
ぬ
る

妹
を
求
め
む

山
道
知
ら
ず

も

﹇
二
・
２
０
８

歌

柿
本
人
麻
呂
﹈

の
よ
う
に
、
黄
葉
を
死
と
結
び
付
け
た
歌
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

〇
…
沖
つ
藻
の

な
び
き
し
妹
は

黄
葉
の

過
ぎ
て
去
に
き
と
（
黄
葉
乃

過
伊
去

等
）

玉
梓
の

使
ひ
の
言
へ
ば
…

﹇
二
・
２
０
７

柿
本
人
麻
呂
﹈

〇
見
れ
ど
飽
か
ず

い
ま
し
し
君
が

黄
葉
の

移
り
い
行
け
ば
（
黄
葉
乃

移
伊
去

者
）

悲
し
く
も
あ
る
か

﹇
三
・
４
５
９

聖
武
天
皇
﹈

〇
も
み
ち
葉
の

過
ぎ
に
し
児
ら
と
（
黄
葉
之

過
去
子
等
）

携
は
り

遊
び
し
磯
を

見
れ
ば
悲
し
も

﹇
九
・
１
７
９
６

歌
﹈

〇
…
黄
葉
の

過
ぎ
て
去
に
き
と
（
黄
葉

過
行
跡
）

玉
梓
の

使
ひ
の
言
へ
ば
…

﹇
十
三
・
３
３
４
４

歌
﹈

こ
れ
ら
は
、
人
が
亡
く
な
る
こ
と
を
、
モ
ミ
チ
が
散
り
過
ぎ
る
こ
と
で
比
喩
し
て

い
る
。
こ
れ
を
含
め
、
モ
ミ
チ
・
モ
ミ
ツ
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
「
黄
葉
」
の
用
字

で
表
記
さ
れ
て
い
る１

）

。
こ
れ
は
、
中
国
の
モ
ミ
チ
が
黄
葉
で
あ
る
こ
と
が
多
い
ゆ

え
に
、
中
国
で
は
「
黄
葉
」
の
用
字
が
多
い
こ
と
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る２

）

。

ま
た
、「
黄
泉
」
を
詠
ん
だ
歌
も
あ
る
。

〇
…
神
の
む
た

争
ひ
か
ね
て

葦
原
の

瑞
穂
の
国
に

家
な
や
み

ま
た
帰
り
来
ぬ

遠
つ
国

黄
泉
の
境
に
（
遠
津
国

黄
泉
乃
界
丹
）

延
ふ
つ
た
の

己
が
向
き
向
き

天
雲
の

別
れ
し
行
け
ば
…

﹇
九
・
１
８
０
４

歌
﹈

〇
…
し
し
く
し
ろ

黄
泉
に
待
た
む
と
（
宍
串
呂

黄
泉
尓
将
待
跡
）

隠
り
沼
の

下

延
へ
置
き
て

う
ち
嘆
き

妹
が
去
ぬ
れ
ば
…

﹇
九
・
１
８
０
９

歌

高
橋
連
虫
麻
呂
﹈

日
本
書
紀
神
代
上
第
五
段
一
書
第
六
に
「
黄
泉
」
が
あ
り
、
日
本
古
典
文
学
全
集

『
日
本
書
紀
』
の
注
に
、

◇
死
者
の
住
む
所
、
あ
の
世
。「
黄
泉
」
は
も
と
地
下
の
泉
の
意
（『
左
伝
』
隠
公
元
年
の

杜
預
注
に
「
地
中
ノ
泉
故
ニ
黄
泉
ト
曰
フ
」）。「
黄
」
は
五
行
説
に
基
づ
き
、
土
を
示

す
。

﹇
日
本
書
紀
①
４
４
頁
﹈

と
あ
り
、
そ
の
他
、
ヨ
モ
ツ
ヒ
ラ
サ
カ
な
ど
を
「
泉
津
平
坂
」
の
よ
う
に
「
黄
」

を
入
れ
ず
に
「
泉
」
だ
け
の
表
記
を
し
て
い
る
例
が
あ
る３

）

。
こ
の
場
合
「
黄
」
は

「
土
」
を
示
す
が
、
五
行
説
の
色
で
は
「
黄
色
」
で
あ
る
。「
黄
葉
」
の
場
合
も

「
黄
泉
」
の
場
合
も
、「
黄
」
は
中
国
の
慣
習
や
思
想
に
し
た
が
っ
た
表
記
で
あ

っ
て４

）

、
実
際
に
日
本
で
の
色
彩
名
「
黄
色
」
を
意
識
し
た
用
字
で
は
な
い
。

新
大
系
紫
式
部
日
記
に
「
黄
」
の
例
が
あ
る
が
、
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〇
…
世
に
お
も
し
ろ
き
菊
の
根
を
た
づ
ね
つ
ゝ
掘
り
て
ま
い

ゐ

る
。
色
〳
〵
う
つ
ろ

ひ
た
る
も
、
黄
な
る
が
見
ど
こ
ろ
あ
る
も
、
さ
ま
〴
〵
に
植
へ

ゑ

た
て
た
る
も
、

朝
霧
の
絶
え
間
に
見
わ
た
し
た
る
は
、
げ
に
老
ひ

い

も
し
ぞ
き
ぬ
べ
き
心
ち
す
る

に
…

﹇
紫
式
部
日
記

新
大
系
二
七
三
頁
﹈

〇
御
ま
か
な
ひ
、
橘
の
三
位
。
青
色
の
唐
衣
、
唐
綾
の
黄
な
る
菊
の

ぞ
、
表
着
な
ん
め

る
。

﹇
紫
式
部
日
記

新
大
系
二
七
七
頁
﹈

「
菊
の
花
」
の
色
と
「
唐
綾
」
の
色
で
あ
る
。
日
本
の
衣
や
玉
の
色
と
し
て
、
新

大
系
の
源
氏
物
語
に
、

〇
…
黄
な
る
生
絹
の
単
袴
長
く
着
な
し
た
る
童
の
お
（
を
）
か
し
げ
な
る
出
で
来
て
、
う

ち
招
く
。

﹇
源
氏
物
語

夕
顔

①
一
〇
一
頁
﹈

〇
…
黄
な
る
生
絹
の
単
衣
、
薄
色
な
る
裳
着
た
る
人
の
、
扇
う
ち
使
ひ
た
る
な
ど
、
用
意

あ
ら
む
は
や
、
と
ふ
と
見
え
て
、
…

﹇
源
氏
物
語

蜻
蛉

⑤
二
九
九
頁
﹈

〇
白
き
色
紙
、
青
き
表
紙
、
黄
な
る
玉
の
軸
な
り
。﹇

源
氏
物
語

絵
合

②
一
七
七
頁
﹈

な
ど
の
「
黄
な
る
生
絹
」「
黄
な
る
玉
」
の
用
例
が
あ
り
、
全
集
も
３
例
と
も

「
黄
」
の
表
記
を
し
て
い
る
。

生
絹
に
つ
い
て
は
、

〇
あ
さ
ま
し
く
お
ぼ
え
て
、
と
も
か
く
も
思
分
か
れ
ず
、
や
を
ら
起
き
出
で
て
、
生
絹
な

る
単
衣
を
ひ
と
つ
着
て
す
べ
り
出
で
に
け
り
。

﹇
源
氏
物
語

空
蝉

①
九
十
頁
﹈

の
よ
う
な
、
色
を
記
さ
な
い
「
生
絹
」
の
例
も
あ
る
。
こ
れ
は
「
生
絹
な
る
」
と

あ
る
か
ら
、
材
質
す
な
わ
ち
「
生
絹
の
糸
で
織
っ
た
織
物
」
の
単
衣
を
言
う
。
蜻

蛉
日
記
に
も

〇
三
月
つ
ご
も
り
が
た
に
、
か
り
の
卵
の
見
ゆ
る
を
「
こ
れ
十
づ
ゝ
か
さ
ぬ
る
わ
ざ
を
、

い
か
で
せ
ん
」
と
て
、
手
ま
さ
ぐ
り
に
、
生
絹
の
糸
を
長
う
む
す
び
て
、
一
つ
む
す
び

て
は
結
ひ
、
〳
〵
し
て
ひ
き
立
て
た
れ
ば
、
い
と
よ
う
か
さ
な
り
た
り
。

﹇
蜻
蛉
日
記

新
大
系
八
三
頁
﹈

「
生
絹
の
糸
」
の
用
例
が
あ
る
。

〇
生
衣

ス

シ
ノ
キ
ヌ

生
絲

ス

シ
ノ
イ
ト

生

ス

シ

﹇
色
葉
字
類
抄
四
七
七
頁
、
四
七
八
頁
﹈

ま
た
、
落
窪
物
語
と
枕
草
子
に
、

〇
い
と
濃
き
く
れ
な
ゐ
の
御
は
か
ま
、
白
き
す
ゞ
し
の
御
ひ
と
へ
、
う
す
も
の
の

ゝ

な
を

ほ

し
を
着
て
出
ゐ
た
ま
へ
る
さ
ま
、
い
み
じ
う
な
ま
め
か
し
う
き
よ
げ
に
お

は
す
。

﹇
落
窪
物
語

第
三

新
大
系
一
八
六
頁
﹈

〇
…
二
藍
の
指
貫
に
、
あ
る
か
な
き
か
の
色
し
た
る
香
染
の
狩
衣
、
白
き
生
絹
に
、
紅
の

と
ほ
す
に
こ
そ
は
あ
ら
め
、
つ
や
や
か
な
る
、
霧
に
い
た
う
し
め
り
た
る
を
ぬ
ぎ
、
…

﹇
枕
草
子

三
十
四
段

全
集
八
四
頁
﹈

の
よ
う
に
、「
白
き
す
ゞ
し
」
の
用
例
が
あ
る５

）

。「
生
絹
」
は
、
精
錬
し
て
い
な
い

絹
織
物
で
あ
る
か
ら
、
色
は
生
成
り
色
で
あ
る
。
そ
の
色
が
白
に
近
い
も
の
で
あ

っ
た
り
黄
色
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
り
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
「
白
き
生

絹
」
と
「
黄
な
る
生
絹
」
と
が
併
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
絵
合
の
「
白
き
色
紙
、
青
な
る
表
紙
、
き
な
る
玉
の
軸
な
り
」
は
、
宇

津
保
物
語
の
物
語
絵
（
右
方
）
の
描
写
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
竹
取
物
語
の
物

語
絵
（
左
方
）
は
「
紙
屋
紙
に
唐
の
綺
を

し
て
、
赤
紫
の
表
紙
、
紫
檀
の
軸
、

世
の
常
の
よ
そ
ひ
な
り
」
と
あ
る
。

〇
右
は
、「
か
ぐ
や
姫
の
…
」。
絵
は
巨
勢
の
相
覧
、
手
は
紀
貫
之
か
け
り
。
紙
屋
紙
に
唐

の
綺
を

し
て
、
赤
紫
の
表
紙
、
紫
檀
の
軸
、
世
の
常
の
よ
そ
ひ
な
り
。「
俊
蔭
は
、

…
」
と
言
ふ
。
白
き
色
紙
、
青
き
表
紙
、
黄
な
る
玉
の
軸
な
り
。
絵
は
常
則
、
手
は
道

風
な
れ
ば
、
い
ま
め
か
し
う
お

を

か
し
げ
に
、
目
も
か
ゝ
や
く
ま
で
見
ゆ
。
右
は

そ
の
こ
と
は

わ

り
な
し
。

﹇
源
氏
物
語

絵
合

②
一
七
六
頁
〜
一
七
七
頁
﹈

全
集
注
に
、

◇
以
下
、
左
方
が
赤
系
統
の
、
右
方
が
青
系
統
の
色
彩
で
対
照
的
で
あ
る
。

三
二

「
つ
つ
じ
花

に
ほ
へ
る
君
」「
紫
の

に
ほ
へ
る
妹
」「
山
吹
の

に
ほ
へ
る
妹
」
と
萬
葉
人
の
色
彩
感
覚
（
田
中
み
ど
り
）



﹇
源
氏
物
語

全
集
②
三
八
二
頁
﹈

と
言
う
の
で
あ
る
が
、「
白
き
色
紙
、
青
な
る
表
紙
、
黄
な
る
玉
の
軸
な
り
」
が

な
ぜ
青
系
統
で
あ
る
の
か
。
新
大
系
注
に
は
、

◇
「
白
き
色
紙
」
の
場
合
、「
白
」
の
着
色
の
有
無
は
未
詳
。

﹇
源
氏
物
語

②
一
七
七
頁
﹈

と
あ
る
が
、「
白
き
色
紙
」
は
水
に
晒
し
灰
汁
で
煮
沸
し
て
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
黄
な
る
玉
」
は
、
色
彩
を
言
う
の
で
あ
る
な
ら
ば
赤
系
統
に
入
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
「
黄
色
」
と
い
う
ほ
ど
鮮
や
か
で
は
な
い
、
黄
ば
ん
だ
色
の
玉
を
言
う
も

の
で
あ
ろ
う
。
上
の
「
黄
な
る
生
絹
」
が
生
成
り
色
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
彩
色
し

て
い
な
い
玉
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
ア
ヲ

（
漠
）
の
範
疇
の
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
「
黄
な
る
生
絹
」
は
「
生
成
り
色
の
生
絹
」、「
黄
な
る
玉
」
も
「
彩

色
し
て
な
い
玉
」
で
あ
る
。
宇
津
保
物
語
か
ら
「
黄
な
る
泉
」
の
表
現
を
取
り
入

れ
は
し
た
が
、
源
氏
物
語
に
お
い
て
「
黄
」
と
い
う
色
彩
概
念
は
一
般
的
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
現
在
い
う
と
こ
ろ
の
「
黄
色
」
は
ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
源
氏
物
語
に
は
、

〇
…
中
に
十
ば
か
り
や
あ
ら
む
と
見
え
て
、
白
き
衣
、
山
吹
な
ど
の
な
へ
た
る
着
て
走
り

来
た
る
女
子
、
…

﹇
源
氏
物
語

若
紫

①
一
五
七
頁
﹈

〇
…
御
料
と
て
人
の
た
て
ま
つ
れ
る
御
衣
一
く
だ
り
、
葡
萄
染
の
を

お

り
物
の
御
衣
、

又
山
吹
か
な
に
ぞ
い
ろ
〳
〵
見
え
て
、
…

﹇
源
氏
物
語

末
摘
花

①
二
三
一
頁
﹈

〇
…
ま
ば
ゆ
き
色
に
は
あ
ら
で
、
紅
、
紫
、
山
吹
の
地
の
か
ぎ
り
を

お

れ
る
御
小

な
ど
を
着
た
ま
へ
る
さ
ま
、
い
み
じ
う
い
ま
め
か
し
く
お

を

か
し
げ
な
り
。

﹇
源
氏
物
語

紅
葉
賀

①
二
四
七
頁
﹈

〇
童
は
、
青
色
に
す
わ

は

う
の
汗

、
唐
綾
の
表
の
袴
、

は
山
吹
な
る
唐
の
綺
を
、

お
な
じ
さ
ま
に
と
ゝ
の
へ
た
り
。

﹇
源
氏
物
語

若
紫
下

③
三
三
四
頁
﹈

〇
桜
の
細
長
、
山
吹
な
ど
の
、
お

を

り
に
合
ひ
た
る
色
あ
ひ
の
、
な
つ
か
し
き
ほ
ど

に
重
な
り
た
る
裾
ま
で
、
あ
ひ

い

ぎ
や
う
の
こ
ぼ
れ
落
ち
た
る
や
う
に
見
ゆ
る
、

…

﹇
源
氏
物
語

竹
河

④
二
六
四
頁
﹈

〇
山
吹
、
薄
色
な
ど
は
な
や
か
な
る
色
あ
ひ
に
、
御
顔
は
こ
と
さ
ら
に
染
め
に
ほ
は
し
た

ら
む
や
う
に
、
い
と
お

を

か
し
く
は
な
ば
な
と
し
て
、
い
さ
ゝ
か
物
思
ふ
べ
き
さ

ま
も
し
給
へ
ら
ず
。

﹇
源
氏
物
語

総
角

④
四
四
七
頁
﹈

な
ど
、
白
、
紅
、
紫
な
ど
と
並
ん
で
「
や
ま
ぶ
き
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
ヤ

マ
ブ
キ
」
が
「
黄
色
」
の
色
彩
名
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、「
山
吹
襲
」
も
あ

る
。
こ
れ
は
表
が
薄
朽
葉
で
裏
が
黄
の
衣
で
あ
る６

）

。

す
な
わ
ち
、
源
氏
物
語
に
お
い
て
は
、「
黄
ナ
ル
」
色
と
は
生
成
り
の
色
を
さ

し
、「
現
代
の
黄
色
」
に
あ
て
は
ま
る
の
は
「
ヤ
マ
ブ
キ
」
色
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
当
時
、「
黄
ナ
ル
」
色
は
、
生
成
り
色
も
含
ん
だ
茶
系
統
の
色
で
あ
り

（
当
時
の
分
類
で
言
え
ば
ア
ヲ
系
統
）
、「
現
在
の
黄
色
」
に
あ
て
は
ま
る
色
は
「
ヤ
マ

ブ
キ
色
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
黄
ナ
ル
色
」
と
「
ヤ
マ
ブ
キ
色
」
と
は
別
の

色
彩
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
ヤ
マ
ブ
キ
色
」
は
、
そ
の
の
ち
、
黄
金
色
を
も
あ

ら
わ
す
こ
と
ば
と
な
っ
て
い
く７

）

。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
冒
頭
に
挙
げ
た

十
市
皇
女
の
薨
ぜ
し
時
、
高
市
皇
子
尊
の
御
作
り
た
ま
ひ
し
歌
三
首

〇
山
吹
の
（
山
振
之
）

立
ち
よ
そ
ひ
た
る

山
清
水

汲
み
に
行
か
め
ど

道
の
知
ら

な
く

﹇
二
・
１
５
８
﹈

の
山
吹
は
、
山
吹
の
花
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
集
成
や
全
集
の
、
山

三
三

佛
教
大
学

文
学
部
論
集

第
一
〇
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）



吹
の
花
の
色
か
ら
「
黄
色
」
を
引
き
出
し
、「
山
清
水
」
を
「
泉
」
の
意
と
解
す

る
解
釈
は
間
違
い
で
あ
っ
て
、
こ
の
歌
は
新
大
系
の
言
う
よ
う
に
、

〇
秋
山
の

黄
葉
を
し
げ
み

惑
ひ
ぬ
る

妹
を
求
め
む

山
道
知
ら
ず
も

﹇
二
・
２
０
８
﹈

と
類
似
し
た
慟
哭
の
歌
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
る
。

四

黄
色

日
本
の
古
代
色
は
、
ア
カ
（
明
）・
ク
ロ
（
暗
）・
シ
ロ
（
顕
）・
ア
ヲ
（
漠
）

で
あ
っ
た
。
ア
カ
に
赤
・
黄
を
含
む
。「
キ
」
と
い
う
色
彩
名
は
萬
葉
集
に
は
あ

ら
わ
れ
な
い
。
わ
ず
か
に
「
ク
ガ
ネ
・
コ
ガ
ネ

黄
金
」
の
中
に
そ
の
痕
跡
が
認

め
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
キ
」
の
交
替
形
で
あ
る
「
ク
」

「
コ
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
当
時
す
で
に
「
キ
」
色
と
い
う
概
念
・
呼

称
が
存
在
し
て
は
い
た
こ
と
の
証
で
あ
る
。
た
だ
、
一
般
に
は
広
く
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
韻
文
の
和
歌
の
世
界
で
は
古
く
か
ら
の

「
ニ
」（

土
色
）
を
踏
襲
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

日
本
人
が
色
彩
「
黄
色
」
を
意
識
す
る
の
は
、
中
国
よ
り
文
物
を
取
り
入
れ
て

か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

日
本
書
紀
天
武
天
皇
十
年
八
月
に
、

〇
丙
戌
、
遣
多
禰
嶋
使
人
等
、
貢
多
禰
嶋
図
。
其
国
去
京
五
千
餘
里
、
居
筑
紫
南
海
中
。

切
髪
草
裳
、
粳
稲
常
豊
、
一

両
収
。
土
毛
支
子
・
莞
子
及
種
々
海
物
等
多
。

﹇
日
本
書
紀

全
集
③
四
一
〇
頁

天
武
天
皇
十
年
八
年
﹈

「
支
子

く
ち
な
し
」
が
あ
り
、
出
雲
国
風
土
記
に

〇
凡
諸
山
野
所
在
草
木

麦
門
冬

独
活

…
蘗

槻

﹇
出
雲
国
風
土
記

意
宇
郡

一
五
二
頁
﹈

「
蘗

き
は
だ
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
薬
草
で
あ
る
。「
山
梔
子

さ
ん
し
し
」（
く

ち
な
し
）
は
利
尿
剤
や
染
材
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
蘗
に
は
健
胃
整
腸
の
薬
効
が

あ
り
、
ま
た
防
虫
効
果
が
あ
る
た
め
古
く
か
ら
料
紙
や
布
を
染
め
る
の
に
使
用
さ

れ
た
。

蘗
の
樹
皮
の
外
皮
を
剥
ぐ
と
鮮
や
か
な
黄
色
の
内
皮
が
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
内

皮
を
用
い
て
薬
用
・
染
色
に
用
い
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
「
キ
ハ
ダ
」
で
あ
る
。

「
蘗
」「
黄
檗
」
は
中
国
名
で
、
日
本
で
は
「
き
は
だ
」
と
言
う
。
日
本
国
語

大
辞
典
（
第
二
版
）
に
は
、

◇
き
は
だ
【
黄
蘗
・
黄
膚
】

名

（「
蘗
」
は
「
肌
・
皮
」
の
意
。「
き
わ
だ
」
と
も
）

①
ミ
カ
ン
科
の
落
葉
高
木
。
…
漢
名
、
黄
蘗
。
お
う
ば
く
。
…

②
「
き
は
だ
い
ろ
（
黄
蘗
色
）
の
略
。

と
あ
る
が
、「
蘗
」
は
こ
の
植
物
の
中
国
名
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
字
に
「
肌
・

皮
」
の
意
は
な
い
。「
樹
皮
（
内
皮
・
外
皮
）」
を
言
う
語
に
「
木
肌
」
が
あ
る
か

ら
、「
キ
ハ
ダ
」
と
い
う
語
は
む
し
ろ
こ
の
「
木
肌
」
か
ら
来
た
も
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
推
測
も
成
り
立
つ
。
そ
の
色
（
鮮
や
か
な
黄
色
）
を
「
き
は
だ
色
」

と
言
い
（
こ
れ
は
植
物
の
名
に
由
来
す
る
「
桃
色

モ
モ
イ
ロ
」「
朱
華
色

ハ
ネ
ズ
イ
ロ
」

な
ど
と
同
じ
造
語
法
で
あ
る
）
、
し
だ
い
に
「
き
」
が
「
黄
色
」
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば

に
な
っ
て
い
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

「
黄
金

コ
ガ
ネ
」
の
「
コ
」
が
「
黄

キ
」
と
音
韻
交
替
し
た
も
の
で
あ
る

と
言
わ
れ
る
こ
と
と
、「
木

キ
」
が
「
木
の
葉

コ
ノ
ハ
」
の
「
コ
」
と
音
韻

交
替
す
る
こ
と
と
は
似
て
い
る
。
た
だ
し
「
黄
金

ク
ガ
ネ
」
に
つ
い
て
は
不
詳
。

三
四

「
つ
つ
じ
花

に
ほ
へ
る
君
」「
紫
の

に
ほ
へ
る
妹
」「
山
吹
の

に
ほ
へ
る
妹
」
と
萬
葉
人
の
色
彩
感
覚
（
田
中
み
ど
り
）



五

白
色

萬
葉
集
の
中
で
、
シ
ロ
シ
（
白
）
は
、
わ
ず
か
に
４
例
の
み
で
、

〇
吾
が
や
ど
の

草
の
上
白
く

置
く
露
の
（
草
上
白
久

置
露
乃
）

身
も
惜
し
か
ら

ず

妹
に
逢
は
ざ
れ
ば

﹇
四
・
７
８
５

相
聞
﹈

〇
朝
な
朝
な

草
の
上
白
く

置
く
露
の
（
草
上
白

置
露
乃
）

消
な
ば
共
に
と

言

ひ
し
君
は
も

﹇
十
二
・
３
０
４
１

寄
物
陳
思
﹈

〇
幸
ひ
の

い
か
な
る
人
か

黒
髪
の

白
く
な
る
ま
で
（
黒
髪
之

白
成
左
右
）

妹

が
声
を
聞
く

﹇
七
・
１
４
１
１

歌
﹈

〇
駒
造
る

土
師
の
志
婢
麻
呂

白
く
あ
れ
ば
（
白
久
有
者
）

う
べ
欲
し
か
ら
む

そ

の
黒
き
色
を
（
其
黒
色
乎
）

﹇
十
六
・
３
８
４
５

有
由
縁
﹈

多
く
は
、
シ
ロ
カ
ネ
（
銀
）・
シ
ロ
カ
ミ
（
白
髪
）・
シ
ロ
キ
（
白
酒
）・
シ
ロ
タ

ヘ
（
白
妙
）・
シ
ロ
タ
ヘ
コ
ロ
モ
（
白
妙
衣
）・
シ
ロ
タ
ヘ
ノ
（
白
妙
）
や
、
シ
ラ

ク
モ
（
白
雲
）・
シ
ラ
ナ
ミ
（
白
波
）・
シ
ラ
ユ
キ
（
白
雪
）・
シ
ラ
ツ
ユ
（
白

露
）、
ま
た
、
シ
ラ
ス
ゲ
（
白
菅
）・
シ
ラ
タ
ヅ
（
白
鶴
）・
シ
ラ
タ
マ
（
白
玉
）・

シ
ラ
ツ
ツ
ジ
（
白
躑
躅
）・
シ
ラ
ユ
フ
バ
ナ
（
白
木
綿
花
）
な
ど
な
ど
、
他
の
語

に
冠
せ
て
用
い
て
い
る
。
シ
ロ
タ
ヘ
（
白
妙
）
は
一
語
化
し
て
い
る
。

植
物
で
は
、
ツ
ツ
ジ
に
、
白
躑
躅
が
３
首

〇
風
早
の

美
保
の
浦
廻
の

白
つ
つ
じ
（
白
管
仕
）

見
れ
ど
も
さ
ぶ
し

な
き
人
思

へ
ば

﹇
三
・
４
３
４

歌
﹈

〇
た
く
ひ
れ
の

鷺
坂
山
の

白
つ
つ
じ
（
白
管
自
）

吾
に
に
ほ
は
ね

妹
に
示
さ
む

﹇
九
・
１
６
９
４

雑
歌
﹈

〇
を
み
な
へ
し

佐
紀
野
に
生
ふ
る

白
つ
つ
じ
（
白
管
自
）

知
ら
ぬ
こ
と
も
て

言

は
れ
し
吾
が
背

﹇
十
・
１
９
０
５

春
の
相
聞
﹈

丹
躑
躅
が
１
首

〇
…
竜
田
道
の

岡
辺
の
道
に

丹
つ
つ
じ
の
（
丹
管
士
乃
）

に
ほ
は
む
時
の

桜
花

咲
き
な
む
時
に
…

﹇
六
・
９
７
１

雑
歌
﹈

あ
る
。
白
躑
躅
と
丹
躑
躅
と
を
言
い
分
け
る
の
は
、
白
と
赤
の
二
種
類
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
ウ
メ
の
花
の
場
合
、
梅
花
歌
卅
二
首
の
序
に
、

〇
…
梅
披
鏡
前
之
粉
蘭
薫

後
之
香
。
…

の
よ
う
に
梅
の
花
が
「
白
粉
」
で
比
喩
さ
れ
て
い
る
の
は
、
大
伴
旅
人
宅
の
梅
が

白
梅
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
り
、
ま
た
、
後
追
和
梅
四
首
の
中
に
、

〇
雪
の
色
を

奪
ひ
て
咲
け
る

梅
の
花
（
宇
梅
能
波
奈
）

今
盛
り
な
り

見
む
人
も

が
も

﹇
五
・
８
５
０

雑
歌
﹈

が
あ
り
、
梅
の
色
を
「
雪
の
色
を
奪
っ
た
」
と
表
現
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
歌
の

梅
も
白
梅
で
あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
そ
し
て
、
萬
葉
集
中
に
「
白
梅
」「
紅

梅
」
の
書
き
分
け
が
な
く
す
べ
て
「
ウ
メ
」
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
頃
ま
だ
日

本
に
は
白
梅
し
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
。

〇
引
き
攀
じ
て

折
ら
ば
散
る
べ
み

梅
の
花
（
梅
花
）

袖
に
扱
入
れ
つ

染
ま
ば
染

む
と
も
（
染
者
雖
染
）

﹇
八
・
１
６
４
４

三
野
連
石
守
﹈

の
歌
の
梅
は
、
染
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
紅
梅
で
あ
ろ
う
と
い
う
説
が
、
一
般
に
は

い
ま
だ
に
流
布
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
「
染
ま
る
」
の
で
は
な
い
理
由

は
、
他
に
も
あ
る
。
第
五
句
の
「
染
ま
ば
染
む
と
も
」
は
、

〇
奈
良
山
を

に
ほ
は
す
黄
葉

手
折
り
来
て

今
夜
か
ざ
し
つ

散
ら
ば
散
る
と
も

（
落
者
雖
落
）

﹇
八
・
１
５
８
８

三
手
代
人
名
﹈

〇
白
た
へ
の

袖
離
れ
て
寝
る

ぬ
ば
た
ま
の

今
夜
は
は
や
も

明
け
ば
明
け
な
む

（
明
者
将
開８

））

﹇
十
一
・
２
９
６
２

正
述
心
緒
﹈

の
「
散
ら
ば
散
る
と
も
」「
明
け
ば
明
け
な
む
」
と
類
似
し
た
表
現
で
、「
染
み
る

三
五
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な
ら
ば
染
み
て
し
ま
っ
て
も
よ
い
」
と
い
う
放
任
の
気
持
ち
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ

る
。「
ソ
ム
（
染
）」
は
、
萬
葉
集
中
に
、

〇
韓
人
の

衣
染
む
と
い
ふ
（
衣
染
云
）

紫
の

心
に
染
み
て

思
ほ
ゆ
る
か
も

﹇
四
・
５
６
９

大
典
麻
田
連
陽
春
﹈

な
ど
９
例
、「
ウ
ス
ゾ
メ
（
薄
染
）」
１
例
、「
ツ
キ
ソ
メ
（
桃
花
褐
）」
１
例
、

「
テ
ゾ
メ
（
手
染
）」
１
例
、「
コ
ゾ
メ
（
深
染
）」
３
例
、
計
１
５
例
。「
染
め

る
」
と
い
う
行
為
は
、
意
図
し
て
色
を
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、「
シ
ム

（
染
）」（
下
二
段
動
詞
）
は
、

〇
託
馬
野
に

生
ふ
る
紫
草

衣
に
染
め
（
衣
染
）

い
ま
だ
着
ず
し
て

色
に
出
で
に

け
り

﹇
三
・
３
９
５

譬
喩
歌
﹈

の
１
例
。
古
く
か
ら
「
シ
メ
」
と
訓
み
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
ソ

メ
」
と
訓
ん
で
も
可
。「
シ
ム
」
で
あ
れ
ば
、
色
を
深
く
し
み
込
ま
せ
る
こ
と
と

な
る
。
次
に
、「
シ
ム
（
染
）」（
四
段
動
詞
）
は
、

〇
紅
の

濃
染
の
衣

色
深
く

染
み
に
し
か
ば
か
（
染
西
鹿
歯
蚊
）

忘
れ
か
ね
つ
る

﹇
十
一
・
２
６
２
４

寄
物
陳
思
﹈

〇
な
か
な
か
に

人
と
あ
ら
ず
は

酒
壷
に

な
り
に
て
し
か
も

酒
に
し
み
な
む
（
酒

二
染
嘗
）

﹇
三
・
３
４
３

大
伴
旅
人
﹈

な
ど
８
例
。
２
６
２
４
歌
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
シ
ム
」
は
他
者
か
ら
の
発
動

で
、「
し
み
込
む
」「
し
み
つ
く
」
意
で
あ
る
。
１
６
４
４
歌
の
「
染
ま
ば
染
む
と

も
」
は
、
意
図
し
て
色
を
つ
け
た
り
、
色
を
し
み
こ
ま
せ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
。

梅
の
花
の
水
分
や
雑
色
が
し
み
込
ん
で
し
ま
っ
て
も
よ
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

〇
引
き
攀
じ
て

折
ら
ば
散
る
べ
み

梅
の
花
（
梅
花
）

袖
に
扱
入
れ
つ

染
ま
ば
染

む
と
も
（
染
者
雖
染
）

﹇
八
・
１
６
４
４

三
野
連
石
守
﹈

の
歌
か
ら
、
梅
の
花
の
色
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

最
後
に
、

一

ニ
ホ
フ

に
掲
げ
た
、

〇
馬
並
め
て

高
の
山
辺
を

白
た
へ
に

に
ほ
は
し
た
る
は
（
白
妙
丹

令
艶
色
有
者
）

梅
の
花
か
も

﹇
十
・
１
８
５
９

春
の
雑
歌
﹈

〇
た
く
ひ
れ
の

鷺
坂
山
の

白
つ
つ
じ

わ
れ
に
に
ほ
は
ね
（
白
菅
自

吾
尓
尼
保
波

尼
）

妹
に
示
さ
む

﹇
九
・
１
６
９
４

雑
歌
﹈

は
、
山
の
木
々
の
間
に
咲
き
出
た
梅
の
花
や
躑
躅
の
花
の
白
さ
を
詠
ん
で
い
る
。

そ
の
色
は
、
木
々
の
緑
か
ら
飛
び
出
す
よ
う
な
、
真
っ
白
い
色
で
あ
る
。

二

に
あ
げ
た
紫
草
の
花
も
や
は
り
白
色
で
あ
っ
た
。
白
雲
や
白
雪
も
、
そ
の
色
の
鮮

や
か
さ
が
浮
き
上
が
っ
て
い
る
。「
白
た
へ
に
」
と
言
う
ほ
ど
に
、
こ
の
時
代
の

人
々
は
「
白
」
の
美
し
さ
に
心
惹
か
れ
て
い
た
。

〇
大
宮
の

内
に
も
外
に
も

光
る
ま
で

降
れ
る
白
雪
（
比
賀
流
麻
泥

零
流
白
雪
）

見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も

﹇
十
七
・
３
９
２
６

家
持
﹈

に
は
、
白
か
ら
透
明
に
至
ろ
う
と
す
る
雪
が
詠
ま
れ
て
い
る
。「
雪
の
よ
う
に
白

い
」
と
言
う
と
き
、
そ
の
白
さ
に
は
透
明
感
が
含
ま
れ
て
い
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、「
白
露
」
と
は
何
か
。
露
の
色
は
透
明
で
あ
る
。
今
、
雪
の
白
さ

に
透
明
感
が
含
ま
れ
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
つ
ま
り
は
、「
シ
ロ
」
と
い
う
色
は
、

《
透
明
感
》
を
含
ん
だ
も
の
な
の
で
あ
る
。
筆
者
は
以
前
に
、
シ
ロ
と
サ
ラ
ス

（
晒
）
が
同
根
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た９

）

。
水
や
雪
や
陽
光
に
晒
す
こ
と
も
ま
た
、

モ
ノ
の
透
明
感
を
増
す
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「
夜
が
明
け
、
東
の
空
が
白
む
」

と
言
え
ば
、
空
が
明
る
さ
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
古
代
色
、
ア
カ

（
明
）・
ク
ロ
（
暗
）・
シ
ロ
（
顕
）・
ア
ヲ
（
漠
）
は
、
ア
カ
・
ク
ロ
が
明
度
を
、

三
六

「
つ
つ
じ
花

に
ほ
へ
る
君
」「
紫
の

に
ほ
へ
る
妹
」「
山
吹
の

に
ほ
へ
る
妹
」
と
萬
葉
人
の
色
彩
感
覚
（
田
中
み
ど
り
）



シ
ロ
・
ア
ヲ
が
彩
度
を
あ
ら
わ
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。「
シ
ロ
」
と
い
う
色
彩

語
が
「
顕
」
の
義
を
も
つ
こ
と
が
、
い
ま
だ
こ
の
時
代
に
は
実
感
と
し
て
保
た
れ

て
い
た
の
で
あ
る10

）

。

〔
注
〕

１
）萬
葉
集
中
、
モ
ミ
チ
・
モ
ミ
ツ
と
訓
め
る
も
の
１
０
２
例
中
に
、「
黄
」
表
記
７

９
例
、「
赤
」
表
記
３
例
、「
紅
」
表
記
１
例
。

２
）中
国
の
二
十
四
節
気
「
霜
降
」
の
二
候
に
「
草
木
黄
落
」
が
あ
る
。

ま
た
、
白
居
易
の
詩
「
晩
秋
閑
居
」

地
僻
門
深
少
送
迎

披
衣
閑
坐
養
幽
情

秋
庭
不
掃

藤
杖

閑

梧
桐
黄
葉
行

に
「
黄
葉
」
の
例
が
あ
る
。
た
だ
し
、
白
居
易
に
は
、

「
送
王
十
八

山
、
寄
題
仙
遊
寺
」

曾
於
太
白
峯
前
住

數
到
仙
遊
寺
裏
來

黑
水
澄
時
潭
底
出

白
雲
破
處
洞
門
開

林
間
煖
酒
焼
紅
葉

石
上
題
詩
掃
緑
苔

舊
遊
無
復
到

菊
花
時
節
羨
君
廻

の
よ
う
に
「
紅
葉
」
の
詩
も
あ
る
。（
岩
波
『
中
国
詩
人
選
集

第
十
三
巻

白

居
易

下
』
一
九
五
八
年
）

３
）古
事
記
に
は
「
予
母
都
志
許
売

ヨ
モ
ツ
シ
コ
メ
」
の
表
記
が
あ
り
、
祝
詞
鎮
火

祭
に
は
「
與
美
津
枚
坂

ヨ
ミ
ツ
ヒ
ラ
サ
カ
」
の
表
記
が
あ
っ
て
、「
ツ
」
で
う

け
る
場
合
ヨ
ミ
・
ヨ
モ
両
形
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

４
）白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
中
に
、

排
空
馭
氣
奔
如
電

昇
天
入
地
求
之
遍

上
窮
碧
落
下
黄
泉

兩
處
茫
茫
皆
不
見

「
黄
泉
」
の
用
例
が
あ
る
。（
岩
波
『
中
国
詩
人
選
集

第
十
三
巻

白
居
易

下
』
一
九
五
八
年
）

５
）枕
草
子
三
十
四
段
に
は
、

〇
薄
色
の
裏
い
と
濃
く
て
、
上
は
す
こ
し
か
へ
り
た
る
な
ら
ず
は
、
濃
き
綾

の
つ
や
や
か
な
る
が
、
い
と
萎
え
ぬ
を
、
頭
こ
め
に
、
引
き
着
て
ぞ
寝
た

る
。
香
染
の
単
衣
、
も
し
は
黄
生
絹
の
単
衣
、
紅
の
単
衣
袴
の
腰
の
い
と

長
や
か
に
、
衣
の
下
よ
り
引
か
れ
着
た
る
も
、
ま
だ
解
け
な
が
ら
な
め
り
。

外
の
方
に
、
髪
の
う
ち
た
た
な
は
り
て
、
ゆ
る
ら
か
な
る
ほ
ど
、
長
さ
お

し
は
か
ら
れ
た
る
に
、
二
藍
の
指
貫
に
、
あ
る
か
な
き
か
の
色
し
た
る
香

染
の
狩
衣
、
白
き
生
絹
に
、
紅
の
と
ほ
す
に
こ
そ
は
あ
ら
め
、
つ
や
や
か

な
る
、
霧
に
い
た
う
し
め
り
た
る
を
ぬ
ぎ
、
鬢
の
す
こ
し
ふ
く
だ
み
た
れ

ば
、
烏
帽
子
の
押
し
入
れ
た
る
け
し
き
も
し
ど
け
な
く
見
ゆ
。

﹇
枕
草
子

三
十
四
段

全
集
八
四
頁
﹈

と
あ
り
、「
白
き
生
絹
」
と
さ
ほ
ど
隔
た
ら
な
い
と
こ
ろ
に
「
黄
生
絹
」
の
用
例

が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
岩
波
日
本
古
典
文
學
大
系
『
枕
草
子

紫
式
部
日
記
』

（
岩
瀬
文
庫
蔵

柳
原
紀
光
筆
本

を
底
本
と
す
る
）
の
「
も
し
は
黄
生
絹
の
ひ

と
へ
」
注
に
、

◇
能
因
本
に
こ
の
一
句
が
な
い
。
黄
生
絹
は
黄
色
の
生
絹
で
、
生
絹
は
練
ら

な
い
ま
ま
の
絹
。
↓
補
注
四
一

﹇
枕
草
子

三
六
段

大
系
八
一
頁
﹈

と
あ
り
、
補
注
四
一
に
は
、

◇
こ
の
あ
た
り
異
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

能
因
本

か
う
そ
め
の
ひ
と
へ
く
れ
な
ゐ
の
こ
ま
や
か
な
る
す
ゝ
し
の

は
か
ま
の
こ
し
…

堺
本
・
前
田
本

ひ
と
へ
は
か
う
そ
め
き
す
ゝ
し
な
と
に
や
く
れ
な
ゐ

の
は
か
ま
の
こ
し
の
…

す
な
わ
ち
、
能
因
本
に
よ
れ
ば
、
袴
は
「
紅
の
こ
ま
や
か
な
る
生
絹
の

三
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袴
」
と
解
さ
れ
、
堺
本
・
前
田
本
に
よ
れ
ば
、
生
絹
に
は
関
係
な
く
、

「
紅
の
袴
」
で
あ
る
。
ま
た
、
三
巻
本
で
は
単
に
「
袴
」
と
な
っ
て
い
る
。

﹇
枕
草
子

大
系
補
注
四
一

三
三
九
頁
﹈

と
あ
っ
て
、
能
因
本
に
は
「
黄
生
絹
」
の
記
述
が
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
黄
な
る
生
絹
」
で
は
な
く
「
黄
生
絹
」
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、

疑
問
で
あ
る
。
さ
ら
に
補
注
四
一
は
、
こ
の
後
に
つ
づ
け
て
、

◇
い
ず
れ
に
し
て
も
「
ひ
と
へ
」
と
袴
と
は
全
く
関
係
が
な
い
と
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
源
氏
物
語
、
夕
顔
巻
に
「
き
な
る
す
ず
し
の
ひ
と
へ
は
か

ま
な
が
く
き
な
し
た
る
わ
ら
は
の
云
々
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
「
黄
な
る

生
絹
の
単
、
袴
長
く
着
な
し
た
る
童
」
と
解
す
べ
き
で
、「
生
絹
の
単
袴
」

と
い
う
も
の
は
あ
り
得
な
い
。

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
上
に
掲
げ
た
源
氏
物
語
の
用
例
の
解
釈
に
か
か
わ
る
問
題

で
あ
る
。
袴
に
生
絹
は
用
い
な
い
。

６
）ま
た
、
黄
系
統
の
色
に
「
梔
子
色
」
が
あ
る
が
、

〇
さ
ま
変
は
れ
る
御
す
ま
ゐ

ひ

に
、
御
簾
の
端
、
御
き
丁
も
青
鈍
に
て
、

𨻶
〳
〵
よ
り
ほ
の
見
え
た
る
薄
鈍
、
梔
子
の
袖
口
な
ど
、
中
〳
〵
な
ま
め

か
し
う
奥
ゆ
か
し
う
思
ひ
や
ら
れ
給
。

﹇
源
氏
物
語

賢
木

①
三
八
〇
頁
﹈

〇
空
蝉
の
尼
君
に
青
鈍
の
を

お

り
も
の
、
い
と
心
ば
せ
あ
る
を
見
つ
け

給
て
、
御
料
に
あ
る
梔
子
の
御
衣
、
聴
し
色
な
る
添
へ
給
て
、
お
な
じ
日

着
給
べ
き
御
消
息
聞
こ
え
め
ぐ
ら
し
給
。

﹇
源
氏
物
語

玉
鬘

②
三
六
九
頁
﹈

こ
れ
は
仏
事
用
の
衣
で
あ
る
。

７
）「
黄
金
」
が
「
コ
ガ
ネ
（
ク
ガ
ネ
）」
で
、「
山
吹

ヤ
マ
ブ
キ
」
が
「
黄
色
」
を

さ
し
た
り
「
黄
金
色
」
を
さ
し
た
り
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
筆
者
は
、「
黄
色

キ

イ
ロ
」
は
「
金
色

キ
ン
イ
ロ
」
で
、「
キ
」
と
は
「
金

漢
音＝

キ
ン
（
キ

ム
）

呉
音＝

コ
ン
（
コ
ム
）」
を
語
源
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。

８
）新
大
系
ほ
か
、
こ
れ
を
「
明
け
な
ば
明
け
な
む
」
と
訓
む
も
の
が
多
い
が
、
校
本

萬
葉
集
の
訓
「
明
け
ば
明
け
な
む
」
に
同
意
す
る
。

９
）拙
著
『
日
本
語
の
な
り
た
ち
』（
二
〇
〇
三
年

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
八
五
頁

〜
八
六
頁

10
）

春
過
ぎ
て
夏
来
た
る
ら
し
白
た
へ
の
衣
干
し
た
り
天
の
香
具
山

﹇
萬
葉
一
・
２
８
﹈

こ
の
歌
は
、
天
皇
御
製
歌
で
あ
る
。
仮
に
他
者
の
作
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
萬
葉

集
成
立
当
時
、「
天
皇
御
製
歌
」
と
人
々
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
動
か
な
い
。

何
ゆ
え
、
天
皇
が
更
衣
の
歌
を
詠
む
の
か
。
そ
の
理
由
は
「
白
」
に
あ
る
。

こ
の
歌
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、「
白
」
と
い
う
色
で
あ
る
。
一
・
７
９
に

「

乃
穂
尓
（
た
へ
の
ほ
に
）
夜
の
霜
降
り
」
が
あ
り
、
そ
の
全
集
注
に
「
ホ
は

特
に
目
立
つ
も
の
を
広
く
い
う
。
こ
こ
は
顕
著
な
白
さ
の
形
容
。」
と
言
う
。
ま

た
十
三
・
３
３
２
４
に
「
雪
穂
（
た
へ
の
ほ
の
）
麻
衣
着
れ
ば
」
の
よ
う
に

「
雪
」
表
記
の
も
の
も
あ
る
。
当
時
の
天
皇
の
着
衣
は
「
白
」
で
あ
り
、
そ
れ
は

晒
し
た
「
ま
っ
白
」
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
天
皇
の
衣
類
が
天
の

香
具
山
を
背
景
に
干
し
て
あ
る
の
は
、
天
皇
の
御
代
が
穏
や
か
に
保
た
れ
て
い
る

こ
と
の
象
徴
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

持
統
天
皇
は
、
そ
れ
を
詠
む
こ
と
で
、
治
世
の
安
寧
を
寿
い
だ
の
で
あ
る
。

（
た
な
か

み
ど
り

日
本
文
学
科
）

二
〇
一
九
年
十
一
月
十
一
日
受
理

三
八

「
つ
つ
じ
花

に
ほ
へ
る
君
」「
紫
の

に
ほ
へ
る
妹
」「
山
吹
の

に
ほ
へ
る
妹
」
と
萬
葉
人
の
色
彩
感
覚
（
田
中
み
ど
り
）




